
国
、
埋
め
立
て
再
開
方
針

に
含
ま
れ
な
い
」
と
し
て
請

求
権
は
消
滅
し
て
い
な
い
と

判
断
。
協
定
で
韓
国
へ
の
補

償
を
終
え
た
と
す
る
日
本
政

府
の
主
張
を
否
定
し
た
。

　

安
倍
晋
三
首
相
は
「
あ
り

得
な
い
判
断
だ
」
と
反
発
し

た
。
新
日
鉄
住
金
も
「
極
め

て
遺
憾
だ
」
と
表
明
。
判
決

は
日
韓
間
の
重
大
な
外
交
問

題
に
発
展
し
た
。

　

韓
国
政
府
は
李
洛
淵
首
相

名
で
「
司
法
の
判
断
を
尊
重

す
る
」
と
し
な
が
ら
「
韓
日

関
係
を
未
来
志
向
的
に
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
希
望
す

る
」
と
の
立
場
を
発
表
、
対

立
拡
大
を
望
ま
な
い
意
思
を

強
調
し
た
。「
被
害
者
の
傷

が
癒
や
さ
れ
る
よ
う
努
力
す

る
」
と
も
表
明
し
、
何
ら
か

の
措
置
を
取
る
こ
と
を
示
唆

　
【
共
同
】
沖
縄
県
名
護
市
辺
野
古
へ
の
米
軍
普
天
間
飛
行
場
（
同
県
宜
野
湾
市
）

の
移
設
を
巡
り
、
石
井
啓
一
国
土
交
通
相
は
３
０
日
、
県
に
よ
る
辺
野
古
沿
岸
部

の
埋
め
立
て
承
認
撤
回
処
分
の
効
力
を
一
時
停
止
す
る
と
発
表
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
岩
屋
毅
防
衛
相
は
工
事
再
開
の
意
向
を
表
明
。
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は
「
公

平
性
、
中
立
性
を
欠
く
判
断
で
強
い
憤
り
を
禁
じ
得
な
い
」
と
反
発
し
、
第
三
者

機
関
「
国
地
方
係
争
処
理
委
員
会
」
に
審
査
を
申
し
出
る
方
向
で
検
討
を
始
め
た
。

承
認
撤
回
の
効
力
停
止

補
償
訴
訟
で
初
め
て
被
告
企

業
へ
の
賠
償
を
命
じ
る
判
決

が
確
定
し
た
。

　

日
本
政
府
は
韓
国
人
個
人

の
請
求
権
問
題
は
１
９
６
５

年
の
日
韓
請
求
権
協
定
で
解

決
済
み
と
の
立
場
で
、
同
社

も
同
様
の
主
張
を
し
た
。
最

高
裁
は
「
日
本
政
府
の
不
法

な
植
民
地
支
配
と
直
結
し
た

日
本
企
業
の
不
法
行
為
を
前

提
と
す
る
強
制
動
員
被
害
者

の
請
求
権
は
、
協
定
の
対
象

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
＝
上
嶋
茂

太
】韓
国
最
高
裁
は
３
０
日
、

植
民
地
時
代
に
強
制
労
働
さ

せ
ら
れ
た
と
し
て
元
徴
用
工

の
韓
国
人
４
人
が
新
日
鉄
住

金
（
旧
新
日
本
製
鉄
）
に
損

害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
の
上

告
審
で
、
同
社
に
請
求
通
り

の
４
億
ウ
ォ
ン
（
約
４
千
万

円
）
の
賠
償
を
命
じ
た
二
審

判
決
を
支
持
し
、
同
社
の
上

告
を
棄
却
し
た
。
韓
国
で
元

徴
用
工
ら
が
起
こ
し
た
戦
後

「
個
人
請
求
権
消
滅
せ
ず
」

辺野古工事、国交相認める韓
国
最
高
裁
、
新
日
鉄
住
金
に

徴
用
工
訴
訟
で
初
の
賠
償
確
定

国
会
で
の
改
憲
主
張
巡
り
反
論

首
相
「
三
権
分
立
に
反
せ
ず
」

参院代表質問

法
に
関
す
る
事
柄
を
含
め
、

政
治
上
の
見
解
等
に
つ
い
て

国
会
に
対
し
議
論
を
呼
び
掛

新
表
示
「
日
本

ワ
イ
ン
」
始
動

ル
ー
ル
厳
格
、
国
産
１
０
０
％

英
、
デ
ジ
タ
ル
課
税
導
入
へ

グ
ー
グ
ル
、
ア
マ
ゾ
ン
対
象

初
め
て
の
被
告
人
質
問
で

「
社
長
と
会
長
を
務
め
た
者

と
し
て
深
く
お
わ
び
申
し
上

げ
ま
す
」
と
謝
罪
し
、
頭
を

下
げ
た
。

　
「
会
社
の
業
務
範
囲
は
広

く
、
全
て
を
直
接
把
握
す
る

の
は
不
可
能
に
近
い
」
と
も

日本企業に賠償を命じるとした韓国徴用工訴訟判決を受け、
支援者らから拍手を送られる原告の李春植さん（手前右から
２人目）＝３０日、韓国最高裁前（共同）

勝
俣
元
会
長
、
原
発
事
故
謝
罪

東
電
強
制
起
訴
公
判

自
ら
憲
法
改
正
を
国
会
で
主

張
す
る
姿
勢
を
野
党
が
批
判

し
て
い
る
こ
と
に
対
し
「
憲

は
、
２
０
１
３
年
に
当
時
の

仲
井
真
弘
多
知
事
が
国
に
よ

る
埋
め
立
て
工
事
を
承
認
し

た
。
だ
が
県
は
事
前
に
は
分

か
ら
な
か
っ
た
軟
弱
地
盤
の

存
在
や
環
境
保
全
措
置
の
不

備
な
ど
を
理
由
に
今
年
８

月
、
承
認
を
撤
回
し
た
。
沖

縄
防
衛
局
は
埋
め
立
て
を
中

断
。
今
月
１
７
日
、
同
法
に

基
づ
く
審
査
請
求
と
効
力
停

止
を
国
交
相
に
申
し
立
て

た
。

　

沖
縄
県
は
国
交
相
に
提
出

し
た
意
見
書
で
、
個
人
の
権

利
を
守
る
た
め
制
定
さ
れ

た
同
法
で
は
国
に
よ
る
申
し

立
て
が
制
限
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
承
認
撤
回
か
ら
申
し
立

　

石
井
氏
は
記
者
会
見
で
、

行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く

防
衛
省
沖
縄
防
衛
局
の
申
し

立
て
を
認
め
た
理
由
を
「
日

米
間
の
信
頼
関
係
や
同
盟
関

係
等
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し

か
ね
な
い
」
と
説
明
。
岩
屋

氏
は
会
見
で
「
普
天
間
飛
行

場
の
一
日
も
早
い
全
面
返
還

の
た
め
、
工
事
を
で
き
る
だ

け
速
や
か
に
再
開
し
た
い
」

と
強
調
し
た
。

　

国
交
相
の
決
定
書
は
３
１

日
に
も
沖
縄
防
衛
局
に
届
く

見
込
み
で
、
局
側
が
確
認
次

第
、
効
力
停
止
と
な
る
。
県

が
係
争
委
に
申
し
出
た
場
合

で
も
工
事
は
再
開
で
き
る
。

　

辺
野
古
移
設
を
巡
っ
て

述
べ
、
会
長
に
は
津
波
対
策

な
ど
も
含
め
た
業
務
の
執
行

権
限
が
な
く
、
社
長
の
補
佐

的
な
立
場
だ
っ
た
と
強
調
し

た
。

　

東
電
の
子
会
社
は
、
国
が

２
０
０
２
年
に
公
表
し
た
地

震
予
測
「
長
期
評
価
」
を
基

に
最
大
１
５
・
７
メ
ー
ト
ル

の
高
さ
の
津
波
が
原
発
を
襲

う
と
試
算
し
０
８
年
、
東
電

に
報
告
。
公
判
で
は
、
こ
の

け
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
お

ら
ず
、
三
権
分
立
の
趣
旨
に

反
し
な
い
」
と
反
論
し
た
。

立
憲
民
主
党
の
吉
川
沙
織
氏

は
「
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
を

負
う
首
相
の
改
憲
に
関
す
る

発
言
は
自
制
的
、
抑
制
的
で

あ
る
べ
き
だ
」と
批
判
し
た
。

　

首
相
は
、
自
身
が
改
憲
を

求
め
る
主
張
と
、
閣
僚
ら
の

憲
法
尊
重
擁
護
義
務
を
定
め

る
憲
法
９
９
条
と
の
関
係
に

関
し
「
憲
法
の
定
め
る
改
正

手
続
き
に
よ
る
改
憲
に
つ
い

て
検
討
し
、
主
張
す
る
こ

と
を
禁
止
す
る
趣
旨
で
は
な

い
」
と
語
っ
た
。

　

野
党
は
、
首
相
が
行
政
府

の
長
と
し
て
改
憲
を
訴
え
る

の
は
９
９
条
に
反
し
て
い
る

な
ど
と
批
判
し
て
い
る
。

　

首
相
は
消
費
税
増
税
に

伴
う
財
政
再
建
を
巡
り
、

２
０
２
５
年
度
に
国
と
地
方

を
合
わ
せ
た
基
礎
的
財
政
収

支
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
）
の
黒
字
化
を
「
確
か
な

も
の
と
す
る
」と
強
調
し
た
。

　

中
国
の
海
洋
進
出
を
巡

り
、
今
回
の
訪
中
で
中
国
側

に
「
東
シ
ナ
海
、
南
シ
ナ
海

問
題
に
つ
い
て
強
い
懸
念
を

辺野古沿岸部の埋め立て承
認撤回処分の効力一時停止
に関し、東京都内で取材に
応じる沖縄県の玉城デニー
知事＝３０日午後（共同）

加
速
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

ス
ペ
イ
ン
政
府
も
今
月
、

デ
ジ
タ
ル
課
税
の
法
案
を

公
表
。
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

や
２
０
カ
国
・
地
域
（
Ｇ

２
０
）
も
同
様
の
課
税
を
検

討
し
て
い
る
。
利
害
対
立
を

乗
り
越
え
、
国
際
ル
ー
ル
を

で
請
求
権
は
消
滅
し
て
い
な

い
と
判
断
。
審
理
を
差
し
戻

さ
れ
た
ソ
ウ
ル
高
裁
が
１
３

年
に
賠
償
を
命
じ
、
新
日
鉄

住
金
が
上
告
し
て
い
た
。

し
た
。

　

韓
国
で
は
日
本
企
業
を
被

告
と
し
た
訴
訟
が
１
４
件
係

争
中
。
こ
の
う
ち
一
、二
審

で
賠
償
命
令
が
出
た
１
１
件

も
企
業
が
敗
訴
す
る
公
算
が

大
き
く
な
っ
た
。
企
業
が
敗

訴
確
定
後
も
賠
償
支
払
い
を

拒
め
ば
韓
国
内
の
資
産
差
し

押
さ
え
が
現
実
味
を
帯
び
て

く
る
。

　

請
求
権
協
定
は
両
国
と
国

民
の
間
の
財
産
や
請
求
権
の

問
題
が
「
完
全
か
つ
最
終
的

に
解
決
さ
れ
た
こ
と
を
確
認

す
る
」
と
明
記
し
て
い
る
。

　

韓
国
最
高
裁
は
２
０
１
２

年
、
一
、二
審
で
原
告
が
敗

訴
し
た
今
回
訴
訟
の
上
告
審

伝
え
た
」
と
説
明
。
両
国
間

の
課
題
へ
の
対
処
に
関
し

「
大
局
的
な
観
点
か
ら
首
脳

同
士
が
率
直
に
語
り
合
う
こ

と
が
重
要
だ
」
と
訴
え
た
。

　

北
海
道
の
地
震
で
、
政
府

が
死
者
数
を
訂
正
し
た
こ
と

に
つ
い
て
「
今
後
は
都
道
府

県
が
公
表
を
し
た
被
害
状
況

も
踏
ま
え
、
よ
り
正
確
な
情

報
発
信
に
努
め
て
い
く
」
と

述
べ
た
。

　

吉
川
氏
は
中
央
省
庁
の
障

害
者
雇
用
水
増
し
問
題
を

「
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す

看
過
し
が
た
い
事
態
だ
」
と

指
摘
。
首
相
は
再
発
防
止
に

努
め
る
と
し
た
上
で
「
障
害

者
が
活
躍
で
き
る
場
の
拡
大

に
政
府
一
体
で
取
り
組
む
」

と
語
っ
た
。

　

吉
川
氏
の
ほ
か
自
民
党
の

橋
本
聖
子
氏
へ
の
答
弁
。
代

表
質
問
は
２
９
日
に
衆
院
で

始
ま
っ
た
。
３
０
日
午
後
は

衆
院
で
２
日
目
の
質
疑
を
続

行
し
、公
明
党
の
斉
藤
鉄
夫
、

衆
院
会
派
「
無
所
属
の
会
」

の
野
田
佳
彦
、
共
産
党
の
志

位
和
夫
、
日
本
維
新
の
会
の

馬
場
伸
幸
の
各
氏
が
質
問
す

る
。

て
ま
で
１
カ
月
以
上
が
経
過

し
て
お
り
、
緊 

急
性
が
な

い
と
主
張
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
沖
縄
防
衛
局

試
算
に
対
す
る
上
層
部
の
認

識
が
焦
点
に
な
っ
て
い
る
。

　

武
藤
栄
元
副
社
長（
６
８
）

の
公
判
で
の
説
明
に
よ
る

と
、
勝
俣
元
会
長
や
武
黒
一

郎
元
副
社
長
（
７
２
）
を
含

め
た
３
被
告
が
０
９
年
２
月

に
出
席
し
た
社
内
会
議
で
、

当
時
の
原
子
力
設
備
管
理
部

長
吉
田
昌
郎
氏
（
元
第
１
原

発
所
長
、
故
人
）
が
「
１
４

メ
ー
ト
ル
と
い
う
大
変
高
い

津
波
が
来
る
と
言
う
人
が
い

た
」
と
発
言
し
た
。

　

検
察
官
役
の
指
定
弁
護
士

は「
少
な
く
と
も
こ
れ
以
降
、

情
報
を
収
集
す
る
な
ど
し
て

対
応
す
べ
き
だ
っ
た
」
と
主

張
。
勝
俣
元
会
長
の
弁
護
側

は
「
こ
の
発
言
だ
け
で
津
波

を
予
測
で
き
た
と
は
到
底
言

え
な
い
」と
反
論
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
判
で
証
拠
採
用

さ
れ
た
東
電
元
幹
部
の
供
述

調
書
に
よ
る
と
、
３
人
が
出

席
し
０
８
年
２
月
に
開
か
れ

た
同
様
の
会
議
で
、
長
期
評

価
を
基
に
し
た
暫
定
の
試
算

で
は
津
波
が
７
・
７
メ
ー
ト

ル
以
上
に
な
る
と
説
明
が
あ

り
、
対
策
に
長
期
評
価
を
取

り
入
れ
る
方
針
が
了
承
さ
れ

た
と
さ
れ
る
。

　

３
人
の
弁
護
側
は
「
７
・

７
メ
ー
ト
ル
と
口
頭
で
報
告

さ
れ
た
が
、
議
論
は
な
か
っ

た
。
何
ら
か
の
方
針
も
決
定

さ
れ
て
い
な
い
」
と
し
て
い

る
。

　

こ
の
日
は
武
黒
元
副
社
長

の
被
告
人
質
問
も
行
わ
れ
、

「（
大
津
波
を
）
想
像
す
る
ま

で
に
至
ら
な
か
っ
た
」
と
予

見
可
能
性
を
改
め
て
否
定
し

た
。

整
備
で
き
る
か
が
今
後
の
焦

点
だ
。

　

デ
ジ
タ
ル
課
税
で
英
政

府
は
年
４
億
ポ
ン
ド
（
約

５
７
７
億
円
）
程
度
の
税
収

増
を
見
込
む
。
課
税
の
対
象

は
、
世
界
売
上
高
が
５
億
ポ

ン
ド
以
上
の
検
索
エ
ン
ジ
ン

や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
、

ネ
ッ
ト
通
販
を
手
掛
け
る
Ｉ

Ｔ
企
業
。

　

ス
ペ
イ
ン
紙
に
よ
る
と
、

ス
ペ
イ
ン
の
デ
ジ
タ
ル
課
税

案
は
、
ア
マ
ゾ
ン
の
ほ
か
配

車
大
手
ウ
ー
バ
ー
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ズ
や
民
泊
仲
介
サ
イ

ト
最
大
手
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド

ビ
ー
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
へ

の
適
用
を
念
頭
に
置
い
て
い

る
。

　

Ｉ
Ｔ
大
手
を
念
頭
に
し
た

課
税
を
巡
っ
て
は
、
Ｅ
Ｕ
欧

州
委
員
会
が
３
月
、
Ｅ
Ｕ
域

内
の
売
上
高
に
対
し
暫
定

的
に
税
を
課
す
案
を
発
表
。

企
業
の
拠
点
が
な
く
て
も
、

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
さ
れ
た
国

で
売
り
上
げ
に
課
税
す
る
。

税
率
は
売
上
高
の
３
％
を
想

定
し
て
い
る
。

　

た
だ
欧
州
委
の
案
に
は
、

低
税
率
で
米
Ｉ
Ｔ
企
業
の
欧

州
拠
点
を
誘
致
し
た
ア
イ
ル

　
【
共
同
】
国
産
ブ
ド
ウ
を

１
０
０
％
使
い
、
国
内
で
製

造
し
た
も
の
だ
け
を
「
日
本

ワ
イ
ン
」
と
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ

ル
に
表
示
で
き
る
新
た
な

ル
ー
ル
が
３
０
日
、
始
ま
っ

た
。
輸
入
果
汁
な
ど
を
使
っ

た
も
の
と
厳
格
に
区
別
し
、

消
費
者
に
分
か
り
や
す
く
表

示
す
る
と
と
も
に
、
国
際
的

に
通
用
す
る
基
準
を
整
備
し

て
認
知
度
を
高
め
る
の
が
狙

い
。

　

新
基
準
は
国
税
庁
が
２
０ 

１
５
年
に
策
定
。
こ
れ
ま
で

は
業
界
の
自
主
ル
ー
ル
し
か

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相

は
３
０
日
、
参
院
本
会
議
で

の
各
党
代
表
質
問
で
、
首
相

　
【
共
同
】
東
京
電
力
福
島

第
１
原
発
事
故
を
巡
り
、
業

務
上
過
失
致
死
傷
罪
で
強
制

起
訴
さ
れ
た
旧
経
営
陣
３
人

の
第
３
３
回
公
判
が
３
０

日
、
東
京
地
裁
（
永
渕
健
一

裁
判
長
）
で
開
か
れ
た
。
勝

俣
恒
久
元
会
長
（
７
８
）
は

は
、
移
転
が
進
ま
な
け
れ
ば

普
天
間
飛
行
場
の
危
険
性
が

解
消
さ
れ
ず
、
住
民
の
安
全

確
保
が
遅
れ
る
な
ど
と
訴
え

て
い
た
。

　

沖
縄
防
衛
局
は
県
が
１
５

年
１
０
月
に
埋
め
立
て
承
認

を
取
り
消
し
た
際
も
国
交
相

に
効
力
停
止
を
申
し
立
て
、

認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
【
ロ
ン
ド
ン
共
同
】
英
国

は
２
９
日
（
日
本
時
間
３
０

日
）、
米
グ
ー
グ
ル
や
ア
マ

ゾ
ン
・
コ
ム
と
い
っ
た
Ｉ
Ｔ

大
手
を
対
象
に
し
た
独
自

の
「
デ
ジ
タ
ル
課
税
」
を

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
導
入

す
る
方
針
を
主
要
国
で
初
め

て
正
式
に
表
明
し
た
。
英
国

内
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
な
ど
営
業
活
動
か
ら
得
た

売
上
高
に
対
し
、
税
率
２
％

を
課
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

た
国
境
を
越
え
る
取
引
で
得

た
巨
額
の
収
益
に
ど
の
よ
う

に
課
税
す
る
か
は
国
際
的
な

課
題
に
な
っ
て
お
り
、
先
進

国
を
中
心
に
追
随
の
動
き
が

ラ
ン
ド
な
ど
が
抵
抗
。
世
界

的
に
課
税
の
動
き
が
強
ま
れ

ば
、
日
本
国
内
も
含
む
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
負
担
が
増
す

恐
れ
が
あ
る
ほ
か
、
主
要
な

Ｉ
Ｔ
企
業
を
抱
え
る
米
国
の

猛
反
発
も
予
想
さ
れ
、
新
税

の
導
入
が
ど
の
程
度
実
現
す

る
か
は
見
通
せ
な
い
。

　

英
国
の
ハ
モ
ン
ド
財
務
相

は
２
９
日
、
デ
ジ
タ
ル
課
税

を
盛
り
込
ん
だ
１
９
年
度
予

算
案
を
発
表
。歳
出
総
額
は
、

前
年
度
比
３
・
５
％
増
の

８
４
１
６
億
ポ
ン
ド
。
Ｅ
Ｕ

離
脱
に
伴
う
経
済
の
混
乱
な

ど
に
対
応
す
る
。
与
党
保
守

党
が
政
権
を
取
っ
た
１
０
年

以
降
、
長
く
続
け
て
き
た
緊

縮
財
政
路
線
を
転
換
す
る
。

な
く
、
輸
入
果
汁
や
輸
入
ワ

イ
ン
を
原
料
に
使
っ
て
も
、

国
内
で
製
造
し
た
も
の
は
国

産
ワ
イ
ン
と
う
た
っ
て
販
売

さ
れ
る
な
ど
、
違
い
が
分
か

り
に
く
か
っ
た
。

　

違
反
し
た
場
合
は
、
行
政

指
導
や
事
業
者
名
の
公
表
、

製
造
免
許
の
取
り
消
し
な
ど

の
処
分
が
科
さ
れ
る
。

　

国
税
庁
に
よ
る
と
、「
日

本
ワ
イ
ン
」
は
条
件
を
満
た

せ
ば
、
産
地
や
品
種
、
収

穫
年
も
合
わ
せ
て
表
示
で

き
る
。「
東
京
ワ
イ
ン
」
と

表
示
す
る
場
合
、
地
名
が
示

す
範
囲
で
採
れ
た
ブ
ド
ウ
を

８
５
％
以
上
使
い
、
醸
造
地

も
同
じ
場
所
に
あ
る
こ
と
が

条
件
。
醸
造
地
が
異
な
れ
ば

「
東
京
産
ブ
ド
ウ
使
用
」
と

す
る
な
ど
、
表
示
で
き
る
内

容
は
変
わ
る
。
海
外
の
原
料

を
使
っ
た
も
の
は
、
ラ
ベ
ル

に
「
輸
入
ワ
イ
ン
使
用
」
な

ど
の
表
示
を
義
務
づ
け
た
。

　

３
０
日
以
降
に
ボ
ト
ル
詰

め
さ
れ
る
も
の
に
新
基
準
を

適
用
し
、
２
９
日
ま
で
に
製

造
・
保
存
し
、
３
０
日
以
降

に
出
荷
し
た
場
合
は
対
象
外

と
な
る
。
既
に
、
新
基
準
に

従
い
、
ラ
ベ
ル
を
切
り
替
え

た
商
品
が
流
通
し
て
い
る
と

い
う
。

　
「
日
本
ワ
イ
ン
」
の
出
荷

量
は
年
々
増
加
し
、
１
６
年

度
は
前
年
比
５
・
２
％
増
の

約
１
万
５
８
０
０
キ
ロ
リ
ッ

ト
ル
。
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判
断
は
新
官
房
長
官
次
第

き
」
と
し
て
い
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
発
言
の

後
、
同
氏
と
共
に
次
期
副
大

統
領
に
当
選
し
た
ア
ミ
ウ
ト

ン
・
モ
ウ
ロ
ン
氏
も
新
聞
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
、「
私
の

意
見
と
し
て
は
、
現
政
権
の

案
に
も
一
部
、
来
年
か
ら

の
新
政
権
の
助
け
と
な
り
、

我
々
が
よ
り
大
き
な
成
果
を

上
げ
る
た
め
に
役
立
つ
部
分

が
あ
る
と
は
思
う
が
、
最
終

的
に
は
大
統
領
の
判
断
」
と

語
っ
た
。

　

既
に
テ
メ
ル
大
統
領
側
か

ら
も
、「
現
政
権
案
を
一
部

使
っ
て
は
ど
う
か
」
と
の
申

し
出
が
出
さ
れ
て
お
り
、
パ

ジ
ー
リ
ャ
官
房
長
官
も
、「
年

内
に
法
案
の
一
部
を
下
院
だ

け
で
も
通
過
さ
せ
る
た
め
に

努
力
す
る
用
意
が
あ
る
事
を

伝
え
た
」
と
語
っ
た
。

　

現
政
権
の
案
に
は
含
ま
れ

て
い
な
い
が
、
新
財
相
就
任

が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
パ
ウ

ロ
・
ゲ
デ
ス
氏
の
案
に
は
、

「
年
金
受
取
額
は
、
個
々
の

　

ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
次
期
大
統
領
（
社
会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
が
現
政
権

と
の
引
継
作
業
を
は
じ
め
る
に
あ
た
り
、
国
防
相
予
定
の
退
役
軍
人
ア
ウ
グ
ス
ト
・
エ

レ
ー
ノ
氏
や
や
は
り
退
役
軍
人
の
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
フ
ェ
レ
イ
ラ
氏
が
率
い
る
軍
関
係
者

ら
の
グ
ル
ー
プ
が
、
引
継
担
当
者
全
５
０
人
中
、
半
分
に
あ
た
る
２
５
人
分
の
リ
ス

ト
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
３
０
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
て
い
る
。

リ
ア
の
ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
現
政

権
と
の
引
継
ぎ
作
業
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
各
自
が
得
意

と
す
る
分
野
の
省
庁
の
実
態

を
詳
細
に
把
握
し
、
新
政
権

の
政
策
策
定
に
反
映
さ
せ
た

い
と
こ
ろ
だ
。

　

引
継
担
当
者
は
、
指
名
か

ら
２
日
以
内
に
任
命
を
受
け

て
引
継
作
業
を
開
始
。
引
継

と
、
新
政
権
発
足
後
１
０
０

日
以
内
の
最
優
先
事
項
決
定

な
ど
の
作
業
は
、
新
大
統
領

の
就
任
後
、
１
０
日
以
内
に

終
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

引
継
担
当
者
の
最
終
決
定
は

オ
ニ
キ
ス
氏
が
行
う
。
現
官

房
長
官
の
エ
リ
ゼ
ウ
・
パ
ジ
ー

リ
ャ
氏
は
２
９
日
の
会
見
で
、

オ
ニ
キ
ス
氏
と
は
３
１
日
に

会
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
担

当
者
が
指
名
さ
れ
次
第
、
引

継
作
業
を
開
始
す
る
と
語
っ

て
い
る
。

　

な
お
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は

統
合
に
よ
る
省
庁
減
少
を
公

言
し
て
い
た
が
、
当
面
の
間

は
運
輸
省
と
鉱
山
動
力
省
の

統
合
は
な
い
と
い
う
。
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
は
こ
れ
ら
の
省
を

イ
ン
フ
ラ
省
に
統
合
す
る
つ

　

大
統
領
選
が
終
わ
っ
た
ら
、

こ
れ
ま
で
は
表
に
出
て
こ
な

か
っ
た
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
夫
人
の
ミ
シ
ェ
ル
氏

が
よ
う
や
く
公
衆
の
前
に
姿

を
現
す
よ
う
に
な
り
、
２
９

日
、
グ
ロ
ー
ボ
局
の
取
材
に

答
え
た
。
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の

も
り
だ
っ
た
が
、
現
状
維
持

と
な
る
見
込
み
だ
。
ボ
ウ
ソ

す
で
に
２
５
人
の
リ
ス
ト
提
出

労
働
者
の
積
立
金
額
に
応
じ

て
変
動
す
る
」
と
い
う
内
容

も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は

「
よ
り
リ
ベ
ラ
ル
な
経
済
政

策
を
と
る
だ
ろ
う
」
と
の
期

待
感
か
ら
、
市
場
関
係
者
の

支
持
を
得
て
い
た
。
優
勢
が

伝
え
ら
れ
て
い
た
決
選
投
票

直
前
に
か
け
て
は
、
株
価
も

上
昇
、
レ
ア
ル
も
対
ド
ル
で

値
を
も
ど
し
て
い
た
。

　

社
会
保
障
制
度
改
革
は
早

期
実
行
が
望
ま
れ
て
い
る
課

題
の
筆
頭
だ
。「
そ
れ
が
行

わ
れ
れ
ば
対
外
的
な
信
頼
も

投
資
も
戻
り
、
景
気
回
復
。

雇
用
も
内
需
も
戻
り
…
」
と

期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
経
済

関
係
者
か
ら
は
「
早
く
方
針

を
明
確
に
さ
せ
て
」「
手
を

こ
ま
ね
い
て
い
る
暇
な
ぞ
な

い
」「
現
政
権
の
改
革
案
も

活
か
す
べ
き
」「
伯
国
は
こ

れ
以
上
、
大
き
な
政
府
に
耐

え
切
れ
な
い
」
と
い
っ
た
声

が
次
々
に
あ
が
っ
て
い
る
。

ろ
う
と
思
う
。
そ
う
す
る
こ

と
で
来
年
か
ら
の
新
政
権
の

問
題
を
軽
減
で
き
る
」
と
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
語
っ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
発
言

は
、
新
政
権
の
官
房
長
官
就

任
が
濃
厚
と
さ
れ
て
い
る
オ

ニ
キ
ス
・
ロ
レ
ン
ゾ
氏
が
同

日
朝
に
発
し
た
、「
現
政
権

の
案
は
と
ら
な
い
」
の
言
葉

と
矛
盾
し
て
い
る
。
オ
ニ
キ

ス
氏
は
、「
社
会
保
障
政
度

改
革
は
、
現
政
権
案
よ
り
も

長
期
的
な
計
画
で
進
め
る
べ

　

ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
は
２
９
日
、
Ｔ
Ｖ
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
、
現
テ
メ
ル
政

権
の
任
期
中
に
社
会
保
障
制

度
改
革
を
一
部
で
も
進
め
る

こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
の
意

向
を
示
し
た
。
３
０
日
付
伯

字
各
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　
「
来
週
に
は
テ
メ
ル
大
統

領
（
民
主
運
動
・
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）

と
会
い
、
棚
上
げ
に
な
っ
て

い
る
社
会
保
障
制
度
改
革
案

の
一
部
だ
け
で
も
成
立
さ
せ

ら
れ
な
い
か
。
そ
の
道
を
探 Ｔ

Ｖ
で
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
語
る

テ
メ
ル
政
権
か
ら
も
申
し
出

　
エ
レ
ー
ノ
氏
は
一
時
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
の
副
候
補
に
指
名

さ
れ
る
直
前
ま
で
行
っ
た
ほ

ど
で
、
次
期
大
統
領
と
は
深

い
仲
だ
。
新
政
権
で
も
、
国

防
相
就
任
が
す
で
に
公
表
さ

れ
て
い
る
。
同
氏
は
フ
ェ
レ
イ

ラ
氏
と
共
に
、「
ブ
ラ
ジ
リ
ア・

グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
軍
人
の

グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
を
支
援
し
て
き
た
。

　
エ
ス
タ
ー
ド
紙
に
よ
る
と
、

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
す
で
に
、

官
房
長
官
就
任
予
定
の
オ
ニ

キ
ス
・
ロ
レ
ン
ゾ
ー
ニ
氏
（
民

主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
に
対
し
、

引
継
作
業
を
担
当
す
る
５
０

人
の
ス
タ
ッ
フ
中
、
半
分
に
あ

た
る
２
５
人
分
の
希
望
者
リ

ス
ト
を
提
出
し
て
い
る
と
い

う
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、
保
健
、

治
安
、
イ
ン
フ
ラ
、
労
働
、

環
境
、
国
際
、
法
務
な
ど
の

分
野
の
引
継
作
業
を
担
当
す

る
見
込
み
だ
。

　

具
体
的
な
名
前
で
見
る

と
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
大
学
教
授

の
パ
ウ
ロ
・
コ
ウ
チ
ー
ニ
ョ
氏

は
科
学
技
術
の
分
野
、
応
用

経
済
調
査
院
（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ａ
）

理
事
の
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・

イ
ワ
タ
氏
は
環
境
分
野
、
元

消
防
大
佐
の
ル
イ
ス
・
ブ
ル

ム
氏
は
保
健
や
国
防
の
分

野
、
消
防
中
佐
の
パ
ウ
ロ
・

ロ
ベ
ル
ト
氏
は
教
育
分
野
の

引
継
を
担
当
す
る
の
に
相
応

し
い
と
指
名
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
選
挙

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
も
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
を
専
門
部
門
の
政
策
策

定
な
ど
で
サ
ポ
ー
ト
し
、
同

氏
を
支
え
て
き
た
柱
の
一
つ

だ
。
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中

は
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
ホ
テ
ル
で

会
合
を
重
ね
て
お
り
、
何
人

か
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
本
人

と
直
接
連
絡
を
取
り
合
う
ほ

ど
緊
密
な
関
係
に
あ
る
。

　

彼
ら
と
し
て
は
、
ブ
ラ
ジ

テ
メ
ル
大
統
領

（Isac Nobrega

）

オニキス氏
（Marcelo Camargo/ Agência Brasil）

気
に
な
る
省
庁
の
行
方
は
？

ナ
ロ
氏
は
先
週
も
、
環
境
省

と
農
牧
省
の
統
合
を
見
直
す

３
番
目
の
妻
で
、
現
在
３
６

歳
。
８
歳
の
娘
ラ
ウ
ラ
ち
ゃ

ん
の
母
親
で
も
あ
る
同
夫
人

は
、「
夫
は
よ
く
、
フ
ァ
シ
ス

ト
の
上
、
同
性
愛
者
嫌
悪
者

で
人
種
差
別
者
だ
と
言
わ
れ

る
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。

私
た
ち
に
は
ゲ
イ
の
友
人
も

い
る
」
と
語
っ
た
。
だ
が
、「
女

性
蔑
視
者
か
」
の
質
問
に
は

言
葉
を
詰
ま
ら
せ
、
外
国
人

嫌
い
を
ほ
の
め
か
す
一
幕
も
。

同
夫
人
は
、「
神
が
、
こ
の
国

に
夫
の
本
当
の
姿
を
知
ら
せ

る
機
会
を
与
え
た
も
の
と
信

じ
て
い
る
」
と
締
め
く
く
っ
て

い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
１
日
に
、
聖
州
ジ
ャ
カ

レ
イ
市
で
行
わ
れ
た
フ
ェ
ス
タ

に
出
か
け
て
以
来
、
行
方
不

明
に
な
っ
て
い
た
、
モ
ジ
市
在

住
の
ラ
イ
ア
ネ
・
パ
ウ
リ
ー

ノ・
ア
ウ
ヴ
ェ
ス
さ
ん
（
１
６
）

が
２
８
日
、
同
州
グ
ア
ラ

レ
マ
市
で
遺
体
で
見
つ
か
っ

た
。
遺
体
が
本
人
で
あ
る
こ

と
は
、
翌
２
９
日
に
母
親
が

確
認
し
た
。
ラ
イ
ア
ネ
さ
ん

は
、
２
１
日
未
明
に
軍
警
に

緊
急
の
電
話
を
か
け
た
の
が

最
後
の
音
信
と
な
っ
て
い
た
。

遺
体
に
は
首
を
絞
め
ら
れ
た

跡
も
あ
り
、
警
察
は
性
犯
罪

の
可
能
性
も
含
め
て
調
査
中

だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
３
１
日
は
、サ
ッ
カ
ー

の
リ
ベ
リ
ル
タ
ド
ー
レ
ス
杯

準
決
勝
第
２
試
合
、
パ
ル
メ

イ
ラ
ス
対
ボ
カ
・
ジ
ュ
ニ
オ

ル
ズ
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
戦

が
行
わ
れ
る
。
２
４
日
に
敵

地
で
行
わ
れ
た
前
戦
は
０
―

２
で
完
敗
し
た
が
、
本
拠
地

ア
リ
ア
ン
ツ
・
パ
ル
ケ
で
の

試
合
で
３
点
以
上
の
差
を
つ

け
、
逆
転
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
？　

仮
に
決
勝
進
出
な

ら
、
１
８
年
ぶ
り
５
度
目
と

な
る
。
果
た
し
て
奇
跡
は
起

こ
る
か
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
新
政
権
が
、

チ
リ
へ
の
接
近
姿
勢
を
示
し

て
い
る
事
に
亜
国
が
懸
念
を

持
っ
て
い
る
と
、
３
０
日
付

フ
ォ
ー
リ
ャ
（
Ｆ
）
紙
が
報

じ
た
。

　
こ
れ
は
、
新
財
相
就
任
が

確
実
な
パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
氏

が
２
８
日
の
決
選
投
票
後
に

「
南
米
南
部
共
同
市
場
（
メ

ル
コ
ス
ー
ル
）
は
最
優
先
で

は
な
い
」
と
語
っ
た
事
や
、

新
官
房
長
官
就
任
が
濃
厚
な

オ
ニ
キ
ス
・
ロ
レ
ン
ゾ
下
議

が
２
９
日
に
発
し
た
「
新
政

権
最
初
の
訪
問
先
は
チ
リ
」

の
言
葉
か
ら
う
か
が
え
る
。

　
「『
伯
国
に
と
っ
て
、
亜
国

は
二
番
手
以
下
』
と
の
考
え

は
亜
国
内
で
も
反
響
を
呼
ん

で
は
い
る
。
今
後
、
具
体
的

に
ど
ん
な
動
き
が
あ
る
か
、

様
子
を
見
る
必
要
が
あ
る
。

伯
国
は
亜
国
に
と
っ
て
最
大

の
貿
易
相
手
で
あ
り
、
亜
国

は
伯
国
に
と
っ
て
３
番
目
の

貿
易
相
手
だ
」
と
語
る
の
は
、

メ
ル
コ
ス
ー
ル
専
門
の
経
済

学
者
マ
ル
セ
ロ
・
エ
リ
ソ
ン
ド

氏
だ
。

　

今
年
１
〜
９
月
の
伯
国

か
ら
亜
国
へ
の
輸
出
額
は

１
２
３
億
ド
ル
で
、
亜
国

か
ら
伯
国
へ
の
輸
出
額
は

８
２
億
ド
ル
と
、
４
１
億
ド

ル
の
貿
易
黒
字
だ
っ
た
。

　
「
伯
国
、
亜
国
に
加
え
、

パ
ラ
グ
ア
イ
も
、
メ
ル
コ
ス
ー

ル
で
い
つ
も
足
並
み
を
揃
え

る
の
で
は
な
く
、
個
別
の
利

益
に
基
づ
き
、
他
国
と
貿
易

協
定
を
結
び
た
い
と
考
え
て

い
る
」
と
エ
リ
ソ
ン
ド
氏
は

語
っ
て
い
る
。

　

Ｆ
紙
に
よ
る
と
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
は
２
週
間
前
に
亜

国
の
マ
ク
リ
大
統
領
と
極
め

て
友
好
的
に
会
談
し
て
お

り
、
亜
国
は
１
１
月
３
０
日

と
１
２
月
１
日
に
ブ
エ
ノ
ス

ア
イ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
る
Ｇ

２
０
サ
ミ
ッ
ト
に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
を
招
待
す
る
事
を
検
討
し

て
い
る
と
い
う
。

　

２
９
日
発
表
の
世
界
保
健

機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
２
０
１
６
年
に

大
気
汚
染
が
原
因
で
死
亡
し

た
５
歳
未
満
の
伯
人
の
子
供

は
最
低
６
３
３
人
い
た
と
、

２
９
、３
０
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

１
６
年
の
場
合
、
世
界
中

で
健
康
被
害
を
与
え
る
程
汚

れ
た
大
気
に
さ
ら
さ
れ
て
い

た
子
供
や
青
年
は
、
同
年
齢

層
の
９
８
％
に
及
ぶ
１
８
億

人
い
た
。
大
気
中
の
有
害
物

質
は
呼
吸
器
系
疾
患
を
誘
発

し
、
死
因
に
す
ら
な
る
。

　

ま
た
、
汚
れ
た
大
気
は
胎

児
の
成
長
に
も
影
響
し
、
早

産
や
死
産
を
招
き
う
る
。
こ

れ
は
、
ガ
ス
交
換
を
通
じ
て

血
流
に
乗
っ
た
汚
染
物
質
が

妊
婦
の
心
臓
や
胎
盤
に
至
る

た
め
だ
。
汚
染
物
質
が
心
臓

や
血
管
に
至
れ
ば
、
胎
児
で

も
血
流
障
害
や
心
筋
梗
塞
を

起
こ
し
う
る
。
ま
た
、
乳
幼

児
は
免
疫
機
能
が
未
熟
で
体

力
も
な
い
た
め
、
汚
染
物
質

の
影
響
回
避
が
難
し
く
、
ア

レ
ル
ギ
ー
や
喘
息
、
肺
炎
、

が
ん
も
誘
発
し
や
す
い
。

　

大
気
汚
染
に
さ
ら
さ
れ
る

と
、
心
臓
疾
患
な
ど
の
慢
性

病
も
起
き
や
す
く
、
神
経
の

発
達
や
認
知
能
力
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
す
。
子
供
は
汚
染

物
質
が
集
中
し
や
す
い
床
面

近
く
で
生
活
し
、
呼
吸
頻
度

も
高
い
た
め
、
大
人
以
上
に

危
険
な
状
態
に
い
る
。

　

ま
た
、
薪
や
石
炭
で
調
理

し
、
燃
料
油
で
暖
房
や
照
明

を
行
う
家
庭
は
、
汚
染
物
質

や
高
温
に
さ
ら
さ
れ
る
危
険

度
が
６
倍
に
な
る
。
世
界
で

は
３
０
億
人
が
こ
の
よ
う
な

環
境
下
に
い
る
と
い
う
。

　

３
０
日
か
ら
ス
イ
ス
で
始

ま
る
「
大
気
汚
染
と
健
康
に

関
す
る
第
１
回
国
際
会
議
」

で
は
、
高
所
得
国
で
は
、
５

歳
未
満
で
健
康
被
害
を
及
ぼ

す
程
汚
れ
た
大
気
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
子
供
は
５
２
％
だ

が
、
低
・
中
所
得
国
で
は

９
８
％
の
子
供
が
汚
染
し
た

大
気
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
事

も
報
告
さ
れ
る
。
ア
フ
リ
カ

や
中
東
で
は
１
０
０
％
、
伯

国
な
ど
、
低
・
中
所
得
国
が

多
い
米
州
で
は
、
８
７
％
の

子
供
達
が
汚
染
度
の
高
い
大

気
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

汚
れ
た
大
気
に
さ
ら
さ
れ

た
事
が
原
因
の
死
者
は
世
界

中
で
３
８
０
万
人
と
さ
れ
、

マ
ラ
リ
ア
や
結
核
、
エ
イ
ズ

の
犠
牲
者
を
上
回
る
。
Ｗ
Ｈ

Ｏ
に
よ
れ
ば
、
内
４
０
万
人

が
５
歳
未
満
だ
っ
た
。

　

伯
国
で
は
今
も
人
口
の
１

割
が
薪
で
調
理
す
る
な
ど
、

汚
染
物
質
に
さ
ら
さ
れ
る
人

が
多
い
。
大
聖
市
圏
で
は
、

大
気
汚
染
に
よ
る
気
管
支
疾

患
や
心
血
管
障
害
、
肺
が
ん

に
よ
る
死
者
が
２
０
２
５
年

ま
で
に
５
万
１
３
６
７
人
、

公
的
医
療
機
関
入
院
患
者
は

３
万
１
８
１
２
人
と
試
算
さ

れ
て
お
り
、
先
の
会
議
で
も

発
表
さ
れ
た
。

　

サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州

で
、
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
次
期
大
統
領
の
社
会
自

由
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
か
ら
出
馬

し
て
州
議
員
に
当
選
し
た
女

性
が
、
州
の
歴
史
教
育
の
実

態
を
知
ら
せ
る
べ
く
、
授
業

を
録
画
し
て
自
分
の
携
帯
電

話
に
送
る
よ
う
ネ
ッ
ト
で
求

め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

３
０
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト

が
報
じ
て
い
る
。

　

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

７
日
に
州
議
に
当
選
し
た
ア

ナ
・
カ
ロ
リ
ネ
・
カ
ン
パ
ノ
ー

ロ
氏
（
２
７
）
が
２
８
日
夜
、

「
州
の
学
校
で
行
わ
れ
て
い

る
歴
史
の
授
業
の
光
景
」
を

ネ
ッ
ト
内
で
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
し

よ
う
と
し
、
２
９
日
か
ら
は
、

授
業
の
様
子
を
録
画
し
た
も

の
に
学
校
と
教
員
の
名
前
を

付
記
し
て
自
分
の
携
帯
電
話

の
番
号
に
送
る
よ
う
に
と
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
た
こ

と
だ
。

　
こ
の
行
為
は
早
速
、
州
教

育
局
で
問
題
と
な
り
、
全
国

教
育
審
議
会
の
議
員
２
人
も

「
学
校
内
で
の
教
員
の
教
育

方
針
に
関
す
る
検
閲
行
為
に

な
り
か
ね
な
い
」
と
、
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
。

　

サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州
検

「
年
内
に
少
し
で
も
社
会
保
障
改
革
」

５
歳
未
満
の
死
亡
６
３
３
人

次
期
州
議
が
歴
史
授
業
の
録
画
求
む

「
教
育
へ
の
検
閲
」
で
問
題
化

基
準
値
超
え
る
大
気
の
汚
染
で

（２）２０１８年 第５１１４号 １０月 ３１日 （水曜日）

引継作業担当者の半分求める軍グループ

意
向
を
表
明
し
て
い
る
。

察
局
も
、
カ
ン
パ
ノ
ー
ロ
氏

に
対
し
、
詳
し
い
事
情
説
明

を
求
め
て
い
る
。

　

歴
史
の
教
員
で
も
あ
る
カ

ン
パ
ノ
ー
ロ
氏
は
、「
教
育
現

場
で
特
定
の
政
党
の
思
想
に

偏
っ
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い

る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
も

２
０
１
６
年
に
「
学
校
の
歴

史
の
授
業
を
撮
影
し
ろ
」
と

の
主
張
を
行
っ
て
い
る
が
、
カ

ン
パ
ノ
ー
ロ
氏
は
５
年
ほ
ど

前
か
ら
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
考

え
に
強
い
共
感
を
覚
え
て
い

た
と
い
う
。

　

カ
ン
パ
ノ
ー
ロ
氏
は
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
ら
が
掲
げ
、
政

治
や
性
な
ど
に
つ
い
て
の
教

育
を
禁
じ
る
「
政
党
な
き
教

育
」
の
推
進
者
で
も
あ
る
。

伯
国
新
政
権
は

チ
リ
寄
り
？

亜
国
に
広
が
る
懸
念
の
声



鶏
肉
も
豚
肉
も
ダ
ウ
ン

歳
入
増
に
つ
い
て
考
え
る
と

い
う
の
か
？　

そ
ん
な
こ
と

が
で
き
る
の
な
ら
、
す
ぐ
に

で
も
、
全
て
を
考
え
る
単
一

の
省
を
作
れ
ば
い
い
」
と
皮

肉
を
込
め
て
同
氏
は
コ
メ
ン

ト
し
た
。

　

バ
ロ
ー
ル
紙
と
の
１
時
間

強
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中

で
、ア
ン
ド
ラ
ー
デ
会
長
が
、

労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
の
フ
ェ

ル
ナ
ン
ド
・
ア
ダ
ジ
候
補
者

に
言
及
し
た
の
は
わ
ず
か
１

回
。
そ
し
て
、
決
選
投
票
ま

で
わ
ず
か
１
週
間
と
い
う
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
の
当
選
が
「
さ
ら
に
確
実

視
さ
れ
る
状
況
」
と
い
う
見

方
を
示
し
た
。

　

同
会
長
に
よ
る
と
、
ブ
ラ

ジ
ル
国
民
は
「
力
強
く
活
気

み
な
ぎ
る
」
大
統
領
を
渇
望

し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が
当
選
す
る
だ

ろ
う
、
と
い
う
。

　

た
だ
、
財
政
危
機
が
深
刻

な
状
況
に
あ
っ
て
、
年
金
制

度
改
革
は
重
要
性
を
増
し
て

お
り
、
民
営
化
に
つ
い
て
も

「
機
敏
な
」
計
画
を
推
進
す

べ
き
だ
と
い
う
点
を
強
調
。

そ
の
上
で
、
財
政
調
整
に

　

テ
メ
ル
政
権
が
終
了
に
近
付
く
に
つ
れ
、
ブ
ラ
イ
ロ
・
マ
ジ
農
相
は
苦
虫
を
か
み

つ
ぶ
す
気
分
を
味
わ
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
と
こ
ろ
、
と
り
わ
け
食
肉
市
場

が
ブ
ラ
ジ
ル
産
品
に
扉
を
閉
ざ
し
つ
つ
あ
る
た
め
だ
。

Ｓ
Ｐ
Ａ
）
が
８
月
に
発
表

し
た
見
通
し
に
基
づ
く
と
、

鶏
肉
輸
出
の
落
ち
込
み
は

２
０
１
８
年
に
２
％
か
ら

３
％
程
度
、
豚
肉
輸
出
の

落
ち
込
み
は
１
０
％
か
ら

１
２
％
程
度
に
な
る
と
い

う
。

　

既
に
市
場
を
失
っ
た
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
今
後
の
展

望
に
も
光
は
見
え
な
い
。
マ

ジ
農
相
は
こ
れ
ま
で
、
輸
入

停
止
措
置
を
講
じ
た
重
要

な
市
場
の
再
解
放
に
つ
い

て
、
様
々
な
明
る
い
展
望
や

公
約
を
コ
メ
ン
ト
し
て
き
た

が
、
ア
メ
リ
カ
の
非
加
熱
処

理
（
生
鮮
、冷
蔵
及
び
冷
凍
）

牛
肉
市
場
、
ロ
シ
ア
の
牛
肉

及
び
豚
肉
市
場
と
い
っ
た
影

響
の
大
き
な
市
場
の
門
は
閉

ざ
さ
れ
た
ま
ま
だ
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
自
身
も
ロ

シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に

対
し
ア
ピ
ー
ル
を
行
な
っ
た

が
、
変
化
は
起
き
ず
。
ブ
ラ

年
間
で
１
８
億
ド
ル
の
損
失

関
し
て
、
例
え
ば
連
邦
大
学

に
お
い
て
学
費
を
課
徴
す
る

と
い
っ
た
、
様
々
な
対
策
の

検
討
も
す
べ
き
だ
と
提
案
し

た
。

　

一
方
で
、
産
業
界
は
複
雑

な
税
制
の
ス
リ
ム
化
に
は
賛

成
と
し
て
お
り
、
助
成
の
規

模
に
つ
い
て
も
、
議
論
に
応

じ
る
姿
勢
を
見
せ
た
。

　

た
だ
し
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

の
ス
タ
ッ
フ
が
示
し
た
、
一

方
的
な
輸
入
税
率
の
削
減
に

つ
い
て
だ
け
は
批
判
し
た
。

　
　
　
　
（
２
２
日
付
掲
載
）

に
任
命
す
る
と
発
言
し
た
こ

と
を
受
け
た
も
の
。

　

ア
ン
ド
ラ
ー
デ
会
長
は
、

省
局
の
削
減
に
関
し
て
は
支

持
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
、

あ
る
い
は
文
化
と
い
っ
た
も

の
だ
け
を
担
当
す
る
省
の
必

要
性
に
つ
い
て
も
理
解
で
き

な
い
と
話
す
が
、
財
務
省
に

商
工
サ
ー
ビ
ス
省
（
Ｍ
Ｄ
Ｉ

Ｃ
）
を
統
合
す
る
こ
と
と
、

農
務
省
と
環
境
省
の
統
合
に

は
賛
成
で
き
な
い
と
い
う
。

　
「
産
業
政
策
を
弁
護
す
る

の
は
誰
だ
ろ
う
か
？
そ
の
同

じ
人
が
、
増
税
，
あ
る
い
は

　

全
国
工
業
連
合
会
（
Ｃ
Ｎ

Ｉ
）
の
ロ
ブ
ソ
ン
・
バ
ル
ガ
・

ア
ン
ド
ラ
ー
デ
会
長
が
、「
経

済
に
お
い
て
、
我
々
は
シ
ー

ザ
ー
を
必
要
と
し
な
い
」
と

コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

同
氏
は
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の

大
統
領
府
に
も
出
入
り
で
き

る
財
界
人
の
ひ
と
り
。
こ
の

発
言
は
、
社
会
自
由
党
（
Ｐ

Ｓ
Ｌ
）
か
ら
２
０
１
８
年
の

大
統
領
選
に
立
候
補
し
て
い

る
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
が
、
経
済
問
題
を
扱
う

省
局
を
「
経
済
省
」
に
統
合
、

パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
氏
を
財
相 ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
の
政
策
に
対
し

肉
に
対
す
る
信
頼
性
が
傷
つ

い
た
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

商
工
サ
ー
ビ
ス
省
貿
易

局
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｘ
）
の
デ
ー

タ
と
業
界
団
体
ら
の
推
算
に

基
づ
く
と
、
汚
職
捜
査
が
始

ま
っ
て
以
降
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

食
肉
輸
出
は
、
年
間
１
８
億

ド
ル
以
上
の
可
能
性
を
持
つ

市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
失
っ

た
。
２
０
１
７
年
の
ブ
ラ
ジ

ル
の
食
肉
輸
出
は
１
５
０
億

ド
ル
で
、
実
に
１
０
％
を
上

回
る
機
会
損
失
と
な
る
。

　

鶏
肉
と
豚
肉
が
と
り
わ
け

打
撃
を
受
け
て
い
る
。
ブ
ラ

ジ
ル
動
物
蛋
白
協
会
（
Ａ

ＣＮＩのロブソン・バルガ・アンドラーデ会長

ブライロ・マジ農相

Ｃ
Ｆ
作
戦
後
の
対
応
の
悪
さ
原
因

件
に
支
払
う
付
加
的
証
拠

金
）
だ
け
で
５
０
億
レ
ア

ル
を
支
払
っ
た
シ
ェ
ル
が
、

２
０
１
８
年
の
選
挙
の
趨
勢

に
注
目
し
て
い
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、
大
統
領

選
決
選
投
票
の
結
果
に
関
わ

ら
ず
、
同
社
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

国
内
の
深
海
に
お
け
る
石
油

の
探
査
＆
生
産
（
Ｅ
＆
Ｐ
）

　

ア
メ
リ
カ
産
大
豆
に
対
す

る
需
要
の
落
ち
込
み
に
よ

り
、
１
８
日
の
シ
カ
ゴ
市
場

で
は
、
２
０
１
９
年
１
月
の

先
物
大
豆
相
場
が
、
１
ブ
ッ

シ
ェ
ル
（
２
７
・
２
キ
ロ
）

当
た
り
２
２
銭
と
値
下
が
り

し
、
８
・
７
７
７
５
ド
ル
で

取
引
を
終
え
た
。

　

米
国
農
務
省
（
Ｕ
Ｓ
Ｄ

Ａ
）
に
よ
る
と
、
５
日
か
ら

１
１
日
に
か
け
て
輸
出
契

約
が
ま
と
ま
っ
た
大
豆
は
、

２
９
万
３
６
０
０
ト
ン
だ
っ

た
。
こ
の
水
準
は
、
６
０
万

ト
ン
か
ら
１
０
０
万
ト
ン
を

見
込
ん
で
い
た
想
定
量
を
は

る
か
に
下
回
る
水
準
だ
。

　

収
穫
期
と
し
て
見
る
と
、

ア
メ
リ
カ
が
既
に
輸
出
し
た

大
豆
は
２
０
８
０
万
ト
ン

で
、
前
年
の
２
６
２
０
万
ト

ン
を
下
回
る
。Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
は
、

２
０
１
８
年
の
輸
出
が
最
終

的
に
５
６
１
０
万
ト
ン
に
な

る
と
予
想
し
て
い
る
。　
　

　
　
　
　
（
１
９
日
付
掲
載
）

　

米
中
の
貿
易
紛
争
が
延
焼

す
る
状
況
の
中
、農
務
省
は
、

カ
ル
ネ
・
フ
ラ
ッ
カ
作
戦
の

捜
査
本
部
が
２
０
１
７
年
３

月
に
立
ち
上
げ
ら
れ
て
以

降
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
衛
生
検
査

体
制
に
世
界
が
注
目
す
る
こ

と
と
な
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
産
食

ＣＮＩ

財
務
省
と
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
統
合
反
対

１
５
日
、世
界
貿
易
機
関（
Ｗ

Ｔ
Ｏ
）
に
提
訴
し
た
。

　

但
し
、
提
出
さ
れ
た
パ
ネ

ル
設
置
の
要
請
文
書
を
３
カ

国
語
に
翻
訳
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
こ
れ
を

告
示
す
る
に
は
、
ま
だ
数
日

を
要
す
る
と
見
ら
れ
て
い

る
。

　

外
交
関
係
者
に
よ
る
と
、

当
初
は
、
こ
の
パ
ネ
ル
設

国際市場が扉を閉ざすブラジル
産 食 肉

（３） ２０１８年第５１１４号  １０月 ３１日 （水曜日）

ほ
ど
１
日
３
６
０
０
ト
ン
に

引
き
上
げ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
今
が
進
出
の
好
機
と

判
断
し
た
。

　

将
来
的
に
は
、
同
グ
ル
ー

プ
が
同
市
で
生
産
す
る
大
豆

油
の
す
べ
て
を
、
こ
の
工
場

が
受
け
入
れ
る
。計
画
で
は
、

７
５
０
０
万
レ
ア
ル
規
模
の

投
資
に
な
る
。

　

生
産
し
た
バ
イ
オ
・

デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
流
通
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ

の
一
部
は
、
自
社
で
保
有
す

る
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ハ
ー
ベ
ス

タ
ー
、
そ
の
他
の
機
械
で
使

用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。

　

２
０
１
８
年
の
年
明
け
時

点
で
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
の
テ
ラ
フ
ィ
ル
マ

は
、
鉱
物
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
に

対
す
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

の
混
合
比
率
を
、
１
年
前
倒

し
し
て
８
％
か
ら
１
０
％
に

引
き
上
げ
る
判
断
を
連
邦
政

府
が
下
し
た
こ
と
に
関
連

し
、
２
０
１
８
年
に
、
附
帯

的
に
１
３
０
万
立
方
メ
ー
ト

ル
の
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル

需
要
が
発
生
す
る
と
予
想
し

て
い
る
。
金
額
に
す
る
と
、

３
５
億
レ
ア
ル
の
市
場
拡
大

と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
混
合
比

率
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と

で
、
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル

の
需
要
は
、
２
０
１
７
年
の

４
４
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル

か
ら
、
２
０
３
０
年
に
は

７
５
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に

ル
フ
ー
ル
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
グ

ル
ー
プ
が
計
上
し
た
連
結
売

上
が
、前
年
同
期
比
８
・１
％

増
の
１
４
０
億
レ
ア
ル
を
計

上
し
た
。

　

ア
タ
カ
レ
ー
ジ
ョ
（
小
売

兼
業
卸
売
倉
庫
店
）
の
ア
タ

カ
ド
ン
の
当
期
売
上
は
、
前

年
同
期
比
１
１
・
２
％
増
の

９
５
億
レ
ア
ル
と
拡
大
し
た

一
方
、
カ
ル
フ
ー
ル
の
当

期
売
上
は
同
２
・
２
％
増
の

４
５
億
レ
ア
ル
に
と
ど
ま
っ

た
。

　

同
社
に
よ
る
と
、
ア
タ
カ

ド
ン
が
グ
ル
ー
プ
全
体
の
売

上
に
対
し
、
数
量
と
平
均
単

価
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
商
品

の
い
ず
れ
で
も
貢
献
し
た
と

い
う
。既
存
店
売
上
率
は
６
・

２
％
増
だ
っ
た
。

　

カ
ル
フ
ー
ル
は
ハ
イ
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
販
売
改
善
に

加
え
て
、
電
子
商
取
引
の
拡

大
で
、前
年
同
期
比
２
・２
％

増
で
、
既
存
店
売
上
率
は

３
％
増
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
の
金
融

機
関
Ｃ
Ｓ
Ｆ
銀
行
の
売
上
は

６
４
億
レ
ア
ル
で
、
前
年
同

期
比
３
０
・
５
％
増
を
記
録

し
た
。

　

ア
タ
カ
ド
ン
・
カ
ー
ド
に

よ
る
売
上
は
、
前
年
同
期
比

３
６
１
・
４
％
増
の
１
５
億

レ
ア
ル
、カ
ル
フ
ー
ル
・
カ
ー

ド
に
よ
る
売
上
は
９
・
５
％

増
の
４
８
億
レ
ア
ル
だ
っ

た
。

　
　
　
　
（
１
７
日
付
掲
載
）

　

内
資
系
企
業
と
し
て
は
、

穀
物
の
生
産
と
加
工
で
最
大

手
の
ア
マ
ジ
が
、
２
０
１
９

年
か
ら
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ

ル
事
業
に
進
出
す
る
。

　

大
豆
の
粉
砕
加
工
場
の
あ

る
マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州

ル
ー
カ
ス
・
ド
・
リ
オ
・
ヴ
ェ

ル
デ
に
新
た
な
工
場
を
建
設

す
る
。

　

同
社
は
こ
れ
ま
で
も
、
バ

イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
市
場
へ

の
参
入
の
検
討
を
続
け
て
き

た
。
だ
が
、
同
市
の
粉
砕
加

工
場
の
処
理
能
力
を
、
こ
の

　

過
去
５
年
間
に
実
施
さ
れ

た
石
油
開
発
鉱
区
事
業
入
札

に
関
連
し
、
サ
イ
ン
ボ
ー
ナ

ス
（
石
油
事
業
入
札
に
お
い

て
落
札
時
に
資
源
国
へ
無
条

　

２
０
１
８
年
第
３
四
半

期
（
７
―
９
月
期
）
に
、
カ

置
の
要
請
を
、
中
国
側
が
双

方
の
納
得
で
き
る
解
決
策
を

提
示
す
る
期
限
と
な
っ
て
い

た
、
１
１
日
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
提

出
す
る
予
定
だ
っ
た
。だ
が
、

若
干
の
遅
れ
が
生
じ
た
と
し

て
い
る
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
砂
糖
キ
ビ

加
工
業
者
連
合
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
に
よ
る
と
、
中
国
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
輸
入
さ
れ
る

砂
糖
に
対
し
て
追
徴
税
を
適

用
し
、
輸
入
税
率
も
９
０
％

に
引
き
上
げ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ブ
ラ
ジ
ル

産
砂
糖
の
対
中
輸
出
は
、

２
０
１
７
年
に
ほ
ぼ
８
５
％

減
少
し
、
１
億
３
４
０
０
万

ド
ル
に
と
ど
ま
っ
た
。
中
国

政
府
が
輸
入
障
壁
を
設
け

る
以
前
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
中
国

が
輸
入
す
る
砂
糖
で
最
大
の

シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
小
麦
工
業
協
会

の
現
会
長
で
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ブ

ラ
ジ
ル
代
表
を
つ
と
め
た

ル
ー
ベ
ン
ス
・
バ
ル
ボ
ー
ザ

氏
は
、
今
回
の
提
訴
に
つ
い

て
、「
中
国
に
対
し
て
ブ
ラ

ジ
ル
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
初
め
て
提

訴
し
た
紛
争
の
ケ
ー
ス
に
な

る
」
と
指
摘
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
中
国
は
ブ
ラ

ジ
ル
と
の
二
国
間
貿
易
で

様
々
な
障
壁
を
設
け
て
お

り
、
さ
ら
に
米
国
と
も
貿
易

紛
争
が
激
化
し
て
ブ
ラ
ジ
ル

へ
の
依
存
を
強
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
と
っ

て
は
有
利
な
状
況
だ
と
指
摘

し
た
。「
中
国
に
は
、
穀
物

と
砂
糖
を
確
保
す
る
別
の
市

場
が
存
在
し
な
い
」と
い
う
。

　

今
回
の
交
渉
に
関
係
し
た

人
物
に
よ
る
と
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ

の
提
訴
を
受
け
て
、
ま
だ
現

段
階
で
は
パ
ネ
ル
設
置
の
最

終
判
断
が
下
さ
れ
る
の
を
回

避
す
べ
く
、
中
国
が
交
渉
姿

勢
を
強
め
る
可
能
性
は
あ
る

と
い
う
。

　
　
　
　
（
１
８
日
付
掲
載
）

で
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
年

間
１
０
億
ド
ル
か
ら
２
０
億

ド
ル
を
投
資
す
る
。

　

同
社
の
ワ
エ
ル
・
サ
ワ
ン

深
海
分
野
担
当
グ
ロ
ー
バ
ル

副
社
長
に
よ
る
と
、「
常
に
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
何
が
起
こ
っ
て

い
る
か
に
つ
い
て
注
意
を

払
っ
て
い
る
。
選
挙
に
つ
い

て
も
、
当
社
の
事
業
と
い
う

観
点
だ
け
で
な
く
、
社
会
の

今
後
、
当
社
ス
タ
ッ
フ
の
今

後
と
い
う
点
か
ら
も
見
守
っ

て
い
る
」
と
い
う
。

　

選
挙
と
い
う
不
確
定
要
素

が
あ
る
も
の
の
、
シ
ェ
ル
は

ブ
ラ
ジ
ル
を
、
同
グ
ル
ー

プ
の
事
業
活
動
の
重
要
な
４

市
場
の
ひ
と
つ
と
受
け
止
め

て
、
誕
生
す
る
次
期
政
権
と

は
関
係
な
く
、
今
後
も
投
資

計
画
を
推
進
す
る
。
同
副
社

長
は
、ブ
ラ
ジ
ル
の
国
政
は
、

長
期
的
な
投
資
に
対
す
る
信

用
を
十
分
に
担
保
し
て
い
る

と
い
う
。

　

深
海
に
お
け
る
Ｅ
＆
Ｐ
へ

の
投
資
で
は
、
メ
キ
シ
コ
湾

と
ブ
ラ
ジ
ル
を
重
要
な
投

資
先
と
シ
ェ
ル
は
位
置
付
け

る
。
シ
ェ
ル
が
保
有
す
る
埋

蔵
石
油
資
源
の
２
０
％
が
ブ

ラ
ジ
ル
に
あ
り
、
今
後
７
年

で
１
４
０
億
ド
ル
の
投
資
を

想
定
し
て
い
る
。

　

但
し
、
新
た
な
埋
蔵
石
油

資
源
の
発
見
が
あ
れ
ば
、
金

額
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
と
い

う
。

　
　
　
　
（
１
８
日
付
掲
載
）

シ
ェ
ル
が
ブ
ラ
ジ
ル
大
型
投
資
へ

大
統
領
選
の
結
果
に
関
係
な
く

ア
タ
カ
ド
ン
の
売
上
拡
大

カ
ル
フ
ー
ル
を
支
え
る
存
在
に

米
国
産
大
豆
の
需

要
減
で
相
場
値
下

バ
イ
オ
・
ディ
ー
ゼ
ル
に
投
資

マ
ジ
農
相
の
一
族
企
業
ア
マ
ジ

（
３
―
５
月
）
と
比
較
し
て

１
・
６
％
増
、
前
年
同
期
と

の
比
較
で
も
１
・
９
％
増
を

記
録
し
た
。
ま
た
、
８
月
を

前
年
同
月
と
比
較
し
た
場
合

も
同
様
に
１
・
９
％
増
だ
っ

た
。

　

前
年
同
期
と
の
比
較
で

は
、
６
―
８
月
の
浮
動
四
半

期
の
伸
び
は
、
第
２
四
半
期

（
３
―
６
月
）
を
上
回
る
伸

び
を
示
し
た
。
工
業
は
改
善

し
て
い
る
も
の
の
、
鉱
工
業

が
そ
の
前
の
期
と
比
較
し
て

１
・
０
％
減
、
土
木
建
築
が

０
・１
％
減
を
記
録
し
た
。

　

６
―
８
月
の
家
計
消
費

は
、
そ
の
前
の
期
と
比
較
し

て
２
％
増
。
総
固
定
資
本
形

成
（
Ｇ
Ｆ
Ｃ
Ｆ
）
は
３
・７
％

増
を
記
録
し
た
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

で
Ｇ
Ｆ
Ｃ
Ｆ
は
１
８
・
１
％

だ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
期
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
４
兆
６
千
億
レ
ア

ル
だ
っ
た
。

　

Ｆ
Ｇ
Ｖ
は
、「
８
月
の
結

果
は
、
全
体
と
し
て
、
経
済

活
動
の
伸
び
が
安
定
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
た
。
浮
動
四

半
期
で
見
る
と
、
１
２
の
経

済
活
動
の
う
ち
、
鉱
工
業
を

除
い
た
す
べ
て
で
そ
の
前
の

期
か
ら
改
善
し
て
い
る
」
と

指
摘
し
た
。

　
　
　
　
（
２
２
日
付
掲
載
）

が
２
２
日
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
モ
ニ

タ
ー
の
集
計
結
果
と
し
て
発

表
し
た
。

　

浮
動
四
半
期（
６
―
８
月
）

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
そ
の
前
の
期

　

ブ
ラ
ジ
ル
経
済
は
、
２
０ 

１
８
年
８
月
に
前
月
比
０
・

２
％
増
（
季
調
済
）
の
成
長

を
記
録
し
た
。
ゼ
ツ
リ
オ
・

バ
ル
ガ
ス
財
団
（
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）

８
月
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
０
・
２
％
増

経
済
全
体
が
安
定
し
た
伸
び
に

ジ
ル
産
農
産
物
の
大
事
な

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
中
国
で

す
ら
、
鶏
肉
の
ア
ン
チ
ダ
ン

ピ
ン
グ
税
撤
廃
の
気
配
も
見

せ
な
い
。

　

第
３
次
カ
ル
ネ
・
フ
ラ
ッ

カ
作
戦
の
ラ
パ
ッ
サ
作
戦
が

始
ま
っ
て
以
降
、
国
内
２
０

カ
所
の
食
肉
処
理
場
を
対
象

に
、
輸
入
禁
止
措
置
を
講
じ

た
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
場

合
も
、
前
向
き
な
解
決
に
は

程
遠
い
状
態
だ
。

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
欧
州
委

員
会
の
関
係
者
の
ひ
と
り
は

取
材
に
対
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
政

府
の
事
後
の
対
応
の
ま
ず
さ

を
指
摘
す
る
。
こ
れ
ま
で
の

と
こ
ろ
、
市
場
の
再
解
放
に

向
け
て
農
務
省
が
進
め
た
抜

本
的
な
対
策
は
た
だ
の
ひ
と

つ
も
な
い
と
い
う
。

　

Ｅ
Ｕ
の
判
断
に
大
き
な

打
撃
を
受
け
た
ブ
ラ
ジ
ル
・

　

ブ
ラ
ジ
ル
は
、
中
国
が
ブ

ラ
ジ
ル
産
の
砂
糖
輸
入
を

規
制
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

フ
ー
ズ
（
Ｂ
Ｒ
Ｆ
）
の
場
合
、

市
場
の
閉
鎖
は
永
続
的
な
も

の
だ
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
同

社
の
ペ
ド
ロ
・
パ
レ
ン
テ
Ｃ

Ｅ
Ｏ
は
、
欧
州
に
保
有
す
る

資
産
の
売
却
計
画
を
策
定
し

た
。
Ｅ
Ｕ
が
輸
入
停
止
措
置

を
見
直
す
に
は
、
最
低
で
も

２
年
は
か
か
る
と
判
断
し
て

い
る
。

　
　
　
　
（
２
３
日
付
掲
載
）

ブ
ラ
ジ
ル
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
提
訴

中
国
と
の
砂
糖
問
題
に
関
し

拡
大
す
る
と
見
ら
れ
て
い

る
。

　

ブ
ラ
イ
ロ
・
マ
ジ
農
相

の
一
族
経
営
で
あ
る
ア
マ

ジ
は
、
２
０
１
７
年
の
純

収
入
が
１
４
２
億
７
千
万

レ
ア
ル
。
純
利
益
は

５
億
３
４
５
０
万
レ
ア
ル

だ
っ
た
。

　
　
　
　
（
１
９
日
付
掲
載
）
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力ち
か
らを
合あ

わ
せ
て
物も

の

事ご
と

を
行お

こ
な

う
」

と
い
う
意い

味み

が
強つ

よ

い
。
だ
か

ら
生せ

い

産さ
ん

者し
ゃ

と
中

ち
ゅ
う

間か
ん

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

と
消

し
ょ
う

費ひ

者し
ゃ

が
力ち

か
ら

を
合あ

わ
せ
て
生せ

い

活か
つ

改か
い

善ぜ
ん

を
図は

か

る
組そ

織し
き

を
「
協

き
ょ
う

同ど
う

組く
み

合あ
い

」と
い
う
そ
う
。
最さ

い

後ご

の

《
協

き
ょ
う

働ど
う

》
は
「
協

き
ょ
う

同ど
う

は
役や

く

割わ
り

分ぶ
ん

担た
ん

が
事じ

前ぜ
ん

に
決き

ま
っ
て
い
る

こ
と
が
多お

お

い
の
に
対た

い

し
、
協

き
ょ
う

働ど
う

は
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

（
与よ

儀ぎ

昭あ
き

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）
は
１
９
日に

ち

、「
第だ

い

１
回か

い

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

団だ
ん

体た
い

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
公こ

う

開か
い

討と
う

論ろ
ん

会か
い

）」
を
聖せ

い

市し

の
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

ビ
ル
神じ

ん

内な
い

ホ
ー
ル
に
て

開か
い

催さ
い

し
た
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で
福ふ

く

祉し

活か
つ

動ど
う

を
す
る
援え

ん

協き
ょ
う、
憩い

こ
いの
園そ

の

、
こ
ど
も
の
そ
の
、
希き

望ぼ
う

の
家い

え

の
４
団だ

ん

体た
い

か
ら
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

が
９
６
人に

ん

参さ
ん

加か

。
在ざ

い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

か
ら
楠

く
す
の
き

彰あ
き
ら

首し
ゅ

席せ
き

領
り
ょ
う

事じ

、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
佐さ

藤と
う

洋よ
う

史じ

次じ

長ち
ょ
うも
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。
議ぎ

題だ
い

は
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

と
そ
の
子し

孫そ
ん

の
高こ

う

齢れ
い

化か

問も
ん

題だ
い

に
つ
い
て
」。

と
、
得と

く

意い

分ぶ
ん

野や

を
す
る
場ば

合あ
い

に
使つ

か

わ
れ
る
こ
と
が
多お

お

い
」
と

の
こ
と
。
や
っ
ぱ
り
日に

本ほ
ん

語ご

は

難む
ず
かし
い
？
！

　
　
　
　
　

◎

　

県け
ん

連れ
ん

故ふ
る

郷さ
と

巡め
ぐ

り
で
は
バ
ス

の
車し

ゃ

窓そ
う

か
ら
、
観か

ん

光こ
う

局き
ょ
く

勤き
ん

務む

と
い
う
ガ
イ
ド
が
案あ

ん

内な
い

を
し

た
。
好こ

う

奇き

心し
ん

旺お
う

盛せ
い

な
参さ

ん

加か

者し
ゃ

か
ら
は
、「
こ
の
ダ
ム
の
落ら

く

差さ

業ぎ
ょ
う

費ひ

を
補ほ

填て
ん

し
て
い
る
現げ

ん

状じ
ょ
うが
報ほ

う

告こ
く

さ
れ
、
経け

い

営え
い

再さ
い

建け
ん

特と
く

別べ
つ

委い

員い
ん

会か
い

を
立た

ち
上あ

げ
る

決け
つ

議ぎ

が
行お

こ
な
わ
れ
、
注

ち
ゅ
う

目も
く

を
集あ

つ

め
て
い
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
後ご

、
佐さ

藤と
う

直
す
な
お

理り

事じ

長ち
ょ
うに
「
財ざ

い

政せ
い

が
悪あ

っ

化か

し

て
閉へ

い

鎖さ

の
危き

機き

が
迫せ

ま

っ
て
い

る
の
で
は
」
と
質し

つ

問も
ん

す
る
と
、

「
決け

っ

し
て
余よ

裕ゆ
う

が
あ
る
わ
け

で
は
無な

い
が
、
数す

う

年ね
ん

で
潰つ

ぶ

れ

る
様よ

う

な
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うで
は
な
い
」
と

否ひ

定て
い

し
た
。

　

最さ
い

盛せ
い

期き

に
は
８
０
０
人に

ん

か

ら
い
た
個こ

人じ
ん

寄き

付ふ

者し
ゃ

が
現げ

ん

在ざ
い

で
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
な
る
な
ど

財ざ
い

政せ
い

状じ
ょ
う

況き
ょ
うは
芳か

ん
ば

し
く
な
い

が
、
施し

設せ
つ

見け
ん

学が
く

会か
い

を
実じ

っ

施し

し

て
二に

、
三さ

ん

世せ
い

世せ

代だ
い

に
施し

設せ
つ

の

重じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

と
寄き

付ふ

の
必ひ

つ

要よ
う

性せ
い

を

訴う
っ
たえ
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
所し

ょ

有ゆ
う

地ち

の
売ば

い

却
き
ゃ
く

に
対た

い

し
て
は
「
皆み

な

様さ
ま

に
寄き

付ふ

頂い
た
だい
た
各か

く

地ち

に
点て

ん

在ざ
い

す
る
土と

地ち

を
整せ

い

理り

売ば
い

却き
ゃ
くさ
せ
て
頂い

た
だ
い

た
と
い
う
こ
と
。
施し

設せ
つ

本ほ
ん

体た
い

の
敷し

き

地ち

の
土と

地ち

は
絶ぜ

っ

対た
い

に
売ば

い

却き
ゃ
くい
た
し
ま
せ
ん
」
と
説せ

つ

明め
い

。

「
閉へ

い

鎖さ

危き

機き

に
あ
る
わ
け
で

　

イ
ー
リ
ャ
・
ソ
ウ
テ
イ
ラ

発は
つ

電で
ん

所じ
ょ

は
、
６
６
年ね

ん

に
は
土ど

木ぼ
く

作さ

業ぎ
ょ
うが
開か

い

始し

さ
れ
、
６
７

年ね
ん

か
ら
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

受う
け

入い

れ
の
た

め
の
居き

ょ

住じ
ゅ
う

区く

域い
き

と
し
て
約や

く

６
千せ

ん

戸こ

の
建け

ん

設せ
つ

が
進す

す

め
ら
れ

た
。
そ
こ
へ
６
８
年ね

ん

に
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

が
住す

み
は
じ
め
て
、
ダ
ム

建け
ん

設せ
つ

が
本ほ

ん

格か
く

化か

す
る
と
共と

も

に

町ま
ち

が
誕た

ん

生じ
ょ
うし
た
。

　

居き
ょ

住じ
ゅ
う

区く

域い
き

で
は
、
単た

ん

純
じ
ゅ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

か
ら
技ぎ

師し

ま
で
１
～

６
の
等と

う

級き
ゅ
うに
分わ

け
ら
れ
、
そ

れ
に
よ
り
住

じ
ゅ
う

環か
ん

境き
ょ
うが
異こ

と

な
っ

て
い
た
。
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

数す
う

は
６
９

年ね
ん

に
は
１
万ま

ん

４
２
０
０
人に

ん

に

達た
っ

し
、
建け

ん

設せ
つ

が
ピ
ー
ク
だ
っ

た
と
見み

ら
れ
る
７
２
年ね

ん

に
は

約や
く

３
万ま

ん

２
千せ

ん

人に
ん

近ち
か

く
に
上の

ぼ

っ

た
。
半は

ん

径け
い

１
０
０
キ
ロ
圏け

ん

内な
い

の
出

し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

が
７
割わ

り

以い

上じ
ょ
うを
占し

め
た
が
、
全ぜ

ん

伯は
く

各か
く

地ち

か
ら
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

が
や
っ
て
き
た
。

　

同ど
う

市し

ホ
ー
ム
・
ペ
ー
ジ
で

は
、
建け

ん

設せ
つ

秘ひ

話わ

と
し
て
当と

う

時じ

の
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

の
生せ

い

活か
つ

を
以い

下か

の

よ
う
に
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
。

　
《
居き

ょ

住じ
ゅ
う

区く

域い
き

は
共

き
ょ
う

同ど
う

住じ
ゅ
う

宅た
く

（
コ
ン
ド
ミ
ニ
オ
）
と
同ど

う

様よ
う

に
周

し
ゅ
う

囲い

か
ら
は
隔か

く

離り

さ
れ
て

お
り
、
部ぶ

外が
い

者し
ゃ

の
出で

入い

り
は

固か
た

く
禁き

ん

じ
ら
れ
た
。
聖せ

い

州し
ゅ
う

電で
ん

力り
ょ
く

公こ
う

社し
ゃ

（
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
）
や
そ

の
請う

け

負お
い

会か
い

社し
ゃ

関か
ん

係け
い

の
従

じ
ゅ
う

業
ぎ
ょ
う

員い
ん

し
か
居き

ょ

住じ
ゅ
うで
き
ず
、
訪ほ

う

問も
ん

客き
ゃ
くも
厳き

び

し
く
制せ

い

限げ
ん

さ
れ
て
い

た
》

　

さ
ら
に
《
居き

ょ

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

は
飲い

ん

酒し
ゅ

が
禁き

ん

止し

さ
れ
た
う
え
、
日に

っ

中ち
ゅ
うで
あ
っ
て
も
睡す

い

眠み
ん

中ち
ゅ
うの
夜や

勤き
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

を
妨ぼ

う

害が
い

し
な
い
よ

う
、
静し

ず

か
に
過す

ご
す
よ
う
指し

「映
えい

像
ぞう

の集
つど

い・高
たか

橋
はし

佳
けい

子
こ

講
こう

演
えん

会
かい

―最
さい

高
こう

の人
じん

生
せい

のつくり方
かた

―」を告
こく

知
ち

に来
き

た皆
みな

さん

は
「
映え

い

像ぞ
う

の
集つ

ど

い
・
高た

か

橋は
し

佳け
い

子こ

講こ
う

演え
ん

会か
い

―
最さ

い

高こ
う

の
人じ

ん

生せ
い

の

つ
く
り
方か

た

―
」
を
、
１
１
月が

つ

２
５
日に

ち

午ご

後ご

２
時じ

か
ら
聖せ

い

市し

の
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
劇げ

き

場じ
ょ
う（A

v 
L

ib
erd

ad
e, 5

3
2

）
で

開か
い

催さ
い

す
る
。
参さ

ん

加か

費ひ

３
０
レ
。

　
「
１
０
年ね

ん

に
一い

ち

度ど

、
人じ

ん

生せ
い

に

グ
レ
ー
ト
カ
オ
ス
（
大だ

い

転て
ん

換か
ん

）

が
訪お

と
ず

れ
る
。
そ
の
時と

き

に
あ
な

た
は
最さ

い

良り
ょ
うの
選せ

ん

択た
く

が
で
き
ま

す
か
」
―
―
２
代だ

い

目め

主し
ゅ

宰さ
い

者し
ゃ

の
高た

か

橋は
し

佳け
い

子こ

さ
ん
に
よ
る
ビ

デ
オ
映え

い

像ぞ
う

が
上

じ
ょ
う

映え
い

さ
れ
、
最さ

い

高こ
う

の
人じ

ん

生せ
い

の
作つ

く

り
方か

た

に
つ
い
て

説と

く
。
日に

ち

ポ
同ど

う

時じ

通つ
う

訳や
く

有あ

り
。

　

Ｇ
Ｌ
Ａ
は
６
０
年ね

ん

代だ
い

か

ら
当と

う

地ち

で
伝で

ん

道ど
う

活か
つ

動ど
う

を
は

じ
め
た
が
、
こ
れ
ま
で
自じ

前ま
え

の
会か

い

館か
ん

が
な
く
聖せ

い

市し

ビ
ラ

カ
ロ
ン
区く

に
場ば

所し
ょ

を
借か

り
て

活か
つ

動ど
う

し
て
い
た
。
だ
が
、
同ど

う

支し

部ぶ

会か
い

員い
ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
資し

金き
ん

を
出だ

し
合あ

い
、
現げ

ん

在ざ
い

、
地ち

　

島し
ま

根ね

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
村む

ら

上か
み

光み
つ

明あ
き

ア
ン
ド
レ
会か

い

長ち
ょ
う
）
が
『
第だ

い

１
３
回か

い

慈じ

善ぜ
ん

バ
ザ
ー
』
を

１
１
月が

つ

１
１
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
午ご

ご後
５
時じ

ま
で
同ど

う

会か
い

館か
ん

（R
ua das R

osas, 8
6

, 
P

raca da A
rvore

）
で

開か
い

催さ
い

す
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。

　

約や
く

３
５
の
バ
ザ
リ
ス
タ
が

手て

作づ
く

り
の
鞄か

ば
ん

や
苔こ

け

玉た
ま

、
石せ

っ

鹸け
ん

な
ど
を
販は

ん

売ば
い

す
る
。
ま
た
、

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

お
手て

製せ
い

の
お
弁べ

ん

当と
う

や

カ
レ
ー
、
い
な
り
ず
し
な
ど

料り
ょ
う

理り

の
販は

ん

売ば
い

も
行お

こ

な
わ
れ

る
。

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
村む

ら

上か
み

会か
い

長ち
ょ
う、
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

の
村む

ら

上か
み

リ
ジ
ア
さ
ん
、

福ふ
く

間ま

明あ
き

子こ

さ
ん
、
平ひ

ら

方か
た

ノ
ブ

コ
さ
ん
ら
は
「
ナ
タ
ル
も
近ち

か

い
の
で
、
是ぜ

非ひ

プ
レ
ゼ
ン
ト

を
探さ

が

し
に
き
て
」
と
来ら

い

場じ
ょ
うを

呼よ

び
か
け
た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

（
１ 

１
・
５
０
７
１
・
０
０
８
２
）

ま
で
。

は
ど
れ
く
ら
い
」「
ア
ラ
サ
ツ

ー
バ
、
ビ
リ
グ
イ
に
次つ

い
で

こ
の
辺あ

た

り
で
は
第だ

い

三さ
ん

の
経け

い

済ざ
い

規き

模ぼ

と
聞き

く
け
ど
、
何な

に

が
主し

ゅ

力り
ょ
く

産さ
ん

業ぎ
ょ
うな
の
」
な
ど
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と

質し
つ

問も
ん

が
ぶ
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

観か
ん

光こ
う

局き
ょ
く

勤き
ん

務む

な
ら
知し

っ
て
い

て
し
か
る
べ
き
質し

つ

問も
ん

内な
い

容よ
う

が

多お
お

か
っ
た
が
、
ガ
イ
ド
は
た
じ

た
じ
。「
後の

ち

ほ
ど
確か

く

認に
ん

し
ま
す
」

と
一い

ち

時じ

し
の
ぎ
を
し
、
結け

っ

局
き
ょ
く

は
質し

つ

問も
ん

に
は
答こ

た

え
き
れ
な
か

っ
た
よ
う
。
参さ

ん

加か

者し
ゃ

か
ら
は

「
保ほ

養よ
う

地ち

な
の
に
休

き
ゅ
う

日じ
つ

だ
か

ら
と
い
っ
て
施し

設せ
つ

や
店み

せ

も
閉し

ま

っ
て
い
る
し
、
観か

ん

光こ
う

局き
ょ
くで
働は

た
ら
い

て
い
る
は
ず
の
ガ
イ
ド
が
、
こ

ん
な
に
何な

に

も
知し

ら
な
く
て
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

な
の
」
と
冷ひ

や
や
か
な

声こ
え

も
漏も

れ
聴き

こ
え
て
い
た
。

来ら
い

場じ
ょ
うを
呼よ

び
か
け
る
皆み
な

さ
ん

第だ
い

１
回か

い

福ふ
く

祉し

団だ
ん

体た
い

フ
ォ
ー
ラ
ム

４
団だ

ん

体た
い

で
対た

い

策さ
く

会か
い

議ぎ

の
開か

い

催さ
い

へ
導ど

う

さ
れ
た
。
午ご

後ご

１
０
時じ

に

は
サ
イ
レ
ン
が
鳴な

り
、
そ
れ

は
い
か
な
る
騒そ

う

音お
ん

や
不ふ

適て
き

切せ
つ

と
考か

ん
が

え
ら
れ
る
行こ

う

動ど
う

を
慎つ

つ
し

ま

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
合あ

い

図ず

で
あ
っ
た
》
と
い
う
。

　
　
　
　
　

◎

　

イ
ー
リ
ャ
・
ソ
ウ
テ
イ
ラ

は
、
も
と
も
と
は
ペ
レ
イ

山や
ま

本も
と

喜き

誉よ

司し

賞し
ょ
う

授じ
ゅ

与よ

式し
き

、
９
日か

に

栗く
り

の
雨あ

ま

貝が
い

、
養よ

う

鶏け
い

の
伊い

藤と
う

２
氏し

が
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

ラ
・
バ
レ
ッ
ト
の
一い

っ

区く

だ
っ

た
が
、
９
１
年ね

ん

に
自じ

治ち

体た
い

に

昇し
ょ
う

格か
く

。
７
６
年ね

ん

に
は
ジ
ュ

ー
リ
オ
・
デ
・
メ
ス
キ
ー

タ
・
フ
ィ
ー
リ
ョ
聖せ

い

州し
ゅ
う

立り
つ

大だ
い

学が
く

（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
）
校こ

う

舎し
ゃ

が

開か
い

設せ
つ

さ
れ
、
発は

っ

展て
ん

を
も
た
ら

し
た
。
現げ

ん

在ざ
い

、
市し

人じ
ん

口こ
う

は
約や

く

２
万ま

ん

６
千せ

ん

人に
ん

。
近き

ん

隣り
ん

２
４
市し

で
は
ア
ラ
サ
ツ
ー
バ
、
ビ
リ

グ
イ
に
次つ

ぐ
、
第だ

い

３
の
経け

い

済ざ
い

規き

模ぼ

を
誇ほ

こ

る
。
０
０
年ね

ん

に
は

聖せ
い

州し
ゅ
う

保ほ

養よ
う

地ち

の
一ひ

と

つ
に
認に

ん

定て
い

さ
れ
、観か

ん

光こ
う

産さ
ん

業ぎ
ょ
うも
盛さ

か

ん
だ
。

　

市し

街が
い

地ち

に
は
、
発は

つ

電で
ん

技ぎ

術
じ
ゅ
つ

関か
ん

連れ
ん

の
研け

ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

が
立た

ち
並な

ら

ぶ

な
ど
、
聖せ

い

州し
ゅ
う

電で
ん

力り
ょ
く

公こ
う

社し
ゃ

を

中ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
た
関か

ん

連れ
ん

施し

設せ
つ

が
経け

い

済ざ
い

の
主し

ゅ

力り
ょ
く

柱ば
し
らと
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

今こ

年と
し

、
同ど

う

発は
つ

電で
ん

所じ
ょ

は
稼か

動ど
う

開か
い

始し

か
ら
４
５
年ね

ん

を
迎む

か

え
る

が
、
１
５
年ね

ん

に
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

長ち
ょ
う

江こ
う

三さ
ん

峡き
ょ
う

集し
ゅ
う

団だ
ん

（
中

ち
ゅ
う

国ご
く

国こ
く

有ゆ
う

企き

業ぎ
ょ
う）
が
ジ
ュ
ピ
ア
発は

つ

電で
ん

所じ
ょ

と

合あ

わ
せ
て
３
０
年ね

ん

間か
ん

の
運う

ん

営え
い

権け
ん

を
落ら

く

札さ
つ

し
て
い
た
。
そ
の

額が
く

は
１
３
８
億お

く

レ
に
上の

ぼ

り
、

同ど
う

集し
ゅ
う

団だ
ん

で
は
過か

去こ

最さ
い

大だ
い

の
Ｍ

＆
Ａ
と
な
っ
た
。

　

１
７
年ね

ん

か
ら
二に

期き

に
分わ

け

て
工こ

う

事じ

が
行お

こ
な

わ
れ
、
両

り
ょ
う

発は
つ

電で
ん

所じ
ょ

の
３
４
発は

つ

電で
ん

機き

の
近き

ん

代だ
い

化か

が
進す

す

ん
で
い
る
。
こ
の
事じ

業
ぎ
ょ
う

に
よ
り
２
５
０
人に

ん

の
直

ち
ょ
く

接せ
つ

雇こ

用よ
う

が
創そ

う

出し
ゅ
つ

さ
れ
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つ

者し
ゃ

１
０
数す

う

人に
ん

を
含ふ

く

む

３
０
０
人に

ん

が
こ
の
事じ

業ぎ
ょ
うに
関か

ん

与よ

し
て
い
る
と
い
う
。

　

設せ
つ

備び

近き
ん

代だ
い

化か

に
伴と

も
な

う
投と

う

資し

額が
く

は
約や

く

３
０
億お

く

レ
。
ブ
ラ

ジ
ル
地ち

理り

統と
う

計け
い

院い
ん

に
よ
れ
ば

１
５
年ね

ん

の
同ど

う

市し

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
約や

く

５
億お

く

２
７
３
０
万ま

ん

レ
だ
か

ら
、
そ
の
６
倍ば

い

に
匹ひ

っ

敵て
き

す
る

巨き
ょ

額が
く

の
投と

う

資し

だ
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
イ
タ
イ
プ
ー

発は
つ

電で
ん

所じ
ょ

を
凌し

の

ぐ
、
世せ

界か
い

最さ
い

大だ
い

の
三さ

ん

峡き
ょ
うダ
ム
を
建け

ん

設せ
つ

管か
ん

理り

す

（７） ２０１８年第５１１４号 	１０月	３１日	（水曜日）

意い

気き

軒け
ん

昂こ
う

、
映え

い

像ぞ
う

の
集つ

ど

い
25
日に

ち

日に

本ほ
ん

国こ
く

外が
い

初は
つ

の
会か

い

館か
ん

建け
ん

設せ
つ

進す
す

む

ＧＬＡ

建
けん

設
せつ

が進
すす

められる居
きょ

住
じゅう

区
く

域
いき

（ＵＮＥＳＰサイトより）

一い
っ

緒し
ょ

に
難な

ん

問も
ん

解か
い

決け
つ

に
取と

り
組く

む

下か

一い
っ

階か
い

、
地ち

上じ
ょ
う
２
階か

い

立た

て
の

新し
ん

会か
い

館か
ん

（R
u

a d
o

u
to

r 
jose queiroz aranha, 
5

0
0

）
を
建け

ん

設せ
つ

し
て
い
る
。

今こ
ん

月げ
つ

２
３
日に

ち

に
起き

工こ
う

式し
き

が
行

お
こ
な

わ
れ
、
８
カ
月げ

つ

後ご

に
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

す

る
見み

通と
お

し
だ
。

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
石い

し

田だ

圭け
い

一い
ち

さ
ん
、

島し
ま

田だ

早さ

苗な
え

さ
ん
、
岩い

わ

崎さ
き

正し
ょ
う

三ぞ
う

さ
ん
は
「
会か

い

館か
ん

建け
ん

設せ
つ

は
日に

本ほ
ん

国こ
く

外が
い

に
お
い
て
は
初は

つ

。
素す

晴ば

ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
会か

い

館か
ん

と
な

り
、
こ
れ
に
よ
り
会か

い

員い
ん

も
さ

ら
に
集あ

つ

ま
り
、
伝で

ん

道ど
う

し
や
す

く
な
る
。
南な

ん

米べ
い

総そ
う

本ほ
ん

部ぶ

と
し

て
、
南な

ん

米べ
い

大た
い

陸り
く

を
制せ

い

覇は

し
て

ゆ
き
た
い
」
と
強つ

よ

い
意い

気き

込ご

（９）

市し

の
発は

っ

展て
ん

に
中ち

ゅ
う

国ご
く

国こ
く

有ゆ
う

企き

業ぎ
ょ
う

の
陰か

げ

？
！

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

所し
ょ

の
〃
建け

ん

設せ
つ

秘ひ

話わ

〃

る
同ど

う

グ
ル
ー
プ
―
―
か
つ
て

は
チ
エ
テ
移い

住じ
ゅ
う

地ち

と
い
う
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

集し
ゅ
う

団だ
ん

地ち

と
し
て
始は

じ

ま

っ
た
地ち

域い
き

だ
が
、
今い

ま

で
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

を
バ
ッ
ク
に
し
た
巨き

ょ

大だ
い

企き

業ぎ
ょ
うが
経け

い

済ざ
い

発は
っ

展て
ん

を
下し

た

支ざ
さ

え
し
て
い
る
よ
う
だ
。（
続つ

づ

く
、
大お

お

澤さ
わ

航こ
う

平へ
い

記き

者し
ゃ

）

与
よ

儀
ぎ

会
かい

長
ちょう

意
い

見
けん

討
とう

論
ろん

会
かい

の様
よう

子
す

そ
れ
ぞ
れ
現げ

ん

状じ
ょ
う

報ほ
う

告こ
く

を
行

お
こ
な
っ

た
。
討と

う

論ろ
ん

会か
い

で
は
各か

く

団だ
ん

体た
い

が

抱か
か

え
る
人じ

ん

材ざ
い

育い
く

成せ
い

や
運う

ん

営え
い

資し

金き
ん

問も
ん

題だ
い

に
対た

い

し
て
、
４
団だ

ん

体た
い

が
協

き
ょ
う

同ど
う

し
て
解か

い

決け
つ

に
あ
た
る

よ
う
意い

見け
ん

が
相あ

い

次つ

ぎ
、
与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
うは
４
団だ

ん

体た
い

に
よ
る
問も

ん

題だ
い

　

討と
う

論ろ
ん

会か
い

に
先さ

き

立だ

ち
、
聖せ

い

州し
ゅ
う

立り
つ

大だ
い

学が
く

の
佐さ

藤と
う

チ
ュ
バ
ッ

チ
・
ロ
ー
ザ
・
ユ
カ
老ろ

う

年ね
ん

学が
く

教き
ょ
う

授じ
ゅ

ら
有ゆ

う

識し
き

者し
ゃ

が
伯は

っ

国こ
く

、
日に

本ほ
ん

、
当と

う

地ち

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
高こ

う

齢れ
い

化か

の
現げ

ん

状じ
ょ
うに
つ
い
て
講こ

う

演え
ん

。
そ

の
後ご

、
日に

っ

系け
い

福ふ
く

祉し

４
団だ

ん

体た
い

が

来
らい

社
しゃ

した長
なが

井
い

実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

長
ちょう

、常
つね

広
ひろ

副
ふく

実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

長
ちょう

慈じ

善ぜ
ん

バ
ザ
ー
開か

い

催さ
い

、
１
１
日に

ち

に

島し
ま
根ね

県け
ん
人じ
ん
会か
い

解か
い

決け
つ

会か
い

議ぎ

の
開か

い

催さ
い

を
約や

く

束そ
く

し

た
。

　

閉へ
い

会か
い

挨あ
い

拶さ
つ

に
立た

っ
た
与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
皆み

な

さ
ん
の
お
陰か

げ

で

協き
ょ
う

力り
ょ
く

精せ
い

神し
ん

を
強つ

よ

く
刺し

激げ
き

さ

れ
た
。
こ
れ
か
ら
は
協

き
ょ
う

同ど
う

会か
い

議ぎ

を
開ひ

ら

い
て
４
団だ

ん

体た
い

で
共と

も

に

学ま
な

び
、
共と

も

に
道み

ち

を
探さ

が

し
て
い

く
」
と
語か

た
っ
た
。

憩い
こ
いの
園そ

の

、
閉へ

い

鎖さ

危き

機き

を
否ひ

定て
い

　

財ざ
い

政せ
い

赤あ
か

字じ

が
続つ

づ

く
憩い

こ
いの
園そ

の

は
３
月が

つ

の
総そ

う

会か
い

で
、
所し

ょ

有ゆ
う

地ち

の
売ば

い

却き
ゃ
く

益え
き

で
な
ん
と
か
事じ

違ち
が

う
の
か
。「
違ち

が

い
が
わ
か
る

事じ

典て
ん

」
サ
イ
ト
（ch

ig
ai-

allgu
id

e.com

）
で
調し

ら

べ

て
み
る
と
、《
共

き
ょ
う

同ど
う

》
は
「
力

ち
か
ら

を
合あ

わ
せ
て
行お

こ
な

う
」
に
加く

わ

え
、
共

き
ょ
う

同ど
う

ト
イ
レ
や
共

き
ょ
う

同ど
う

墓ぼ

地ち

と
い
う
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

も
あ
る
通と

お

り
、

「
同お

な

じ
条

じ
ょ
う

件け
ん

や
資し

格か
く

」
と
い

う
意い

味み

も
あ
る
。
記き

事じ

に
あ

る
《
協

き
ょ
う

同ど
う

》
は
「
共と

も

に
心こ

こ
ろ

と

　

援え
ん

協き
ょ
う

福ふ
く

祉し

フ
ォ
ー
ラ
ム
の

記き

事じ

に
は
《
協

き
ょ
う

同ど
う

》
と
い
う

言こ
と

葉ば

が
使つ

か

わ
れ
て
い
る
。
一い

っ

般ぱ
ん

的て
き

に
《
共

き
ょ
う

同ど
う

》
だ
が
、
ど

う
違ち

が

う
の
か
。《
協

き
ょ
う

働ど
う

》
と

い
う
言こ

と

葉ば

も
あ
る
が
、
ど
う

み
を
語か

た

っ
た
。

　

前ま
え

売う
り

券け
ん

は
、
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

　

今こ

年と
し

の
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

は
、
ミ

ナ
ス
州し

ゅ
う

で
日に

本ほ
ん

種し
ゅ

の
栗く

り

の
生せ

い

産さ
ん

、
加か

工こ
う

を
行お

こ

な
う
雨あ

ま

貝が
い

久
ひ
さ
し

さ
ん
、
聖せ

い

州し
ゅ
うス
マ
レ
ー
市し

で

養よ
う

鶏け
い

を
営い

と
な

ん
で
い
た
故こ

伊い

藤と
う

悟さ
と
しさ
ん
の
２
人に

ん

。

　

式し
き

典て
ん

で
は
山や

ま

本も
と

氏し

が
東と

う

京
き
ょ
う

大だ
い

学が
く

で
農の

う

学が
く

博は
か

士せ

号ご
う

を
取し

ゅ

得と
く

し
た
際さ

い

の
論ろ

ん

文ぶ
ん

に
つ
い
て
、

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
財ざ

い

政せ
い

が

厳き
び

し
い
の
は
事じ

実じ
つ

。
入

に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

の
た
め
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
福ふ

く

祉し

向こ
う

上じ
ょ
うの
た
め
励は

げ

ん
で
参ま

い

り
ま

す
の
で
、
皆み

な

さ
ん
の
御ご

協き
ょ
う

力
り
ょ
く

を
お
願ね

が

い
し
ま
す
」
と
話は

な

し

た
。

　

宗
し
ゅ
う

教き
ょ
う

法ほ
う

人じ
ん

ジ
ー
・
エ
ル
・

エ
ー
（
Ｇ
Ｌ
Ａ
）
ブ
ラ
ジ
ル

支し

部ぶ

（
尾お

田だ

嘉よ
し

雄お

理り

事じ

長ち
ょ
う

）

　

農の
う

業ぎ
ょ
う

分ぶ
ん

野や

の
功こ

う

労ろ
う

者し
ゃ

を

顕け
ん

彰し
ょ
う

す
る
『
第だ

い

４
８
回か

い

山や
ま

本も
と

喜き

誉よ

司し

賞し
ょ
う

授じ
ゅ

与よ

式し
き

』
が

１
１
月が

つ

９
日か

午ご
ご後
７
時じ

か

ら
、
聖せ

い

市し

文ぶ
ん

協き
ょ
うビ
ル
（R

u
a 

Sao Jo
aq

u
im

, 3
81, 

L
ib

erd
ad

e

）
２
階か

い

の
貴き

賓ひ
ん

室し
つ

で
行お

こ

な
わ
れ
る
。
参さ

ん

加か

費ひ

１
０
０
レ
。

員い
ん

長ち
ょ
うは
「
小

し
ょ
う

農の
う

家か

の
減げ

ん

少し
ょ
うが

目め

立だ

つ
が
、
農の

う

業ぎ
ょ
うは
大だ

い

事じ

な

事じ

業ぎ
ょ
う。
本ほ

ん

式し
き

典て
ん

で
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

の

栄え
い

誉よ

を
確か

く

認に
ん

し
て
」
と
来ら

い

場
じ
ょ
う

を
呼よ

び
か
け
た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
、
出

し
ゅ
っ

席せ
き

の
連れ

ん

絡ら
く

は
文ぶ

ん

協き
ょ
う（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
３ 

２
０
８
・
１
７
５
５
、
メ

ー

ル

＝e
v

e
n

to
@

bu
n

kyo.org.br

）
ま
で
。

二に
の

宮み
や

正ま
さ

人と

氏し

か
ら
の

講こ
う

演え
ん

も
行お

こ

な
わ
れ

る
。

　

案あ
ん

内な
い

の

た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
長な

が

井い

邦く
に

弘ひ
ろ

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う、

常つ
ね

広ひ
ろ

ア
ル

フ
レ
ッ
ド

副ふ
く

実じ
っ

行こ
う

委い

会か
い

ビ
ル
受う

け

付つ
け

（
９
５ 

５
５
１
・
４ 

１
４
７
）

で

販は
ん

売ば
い

中ち
ゅ
う。
問と

い

合あ
わ

せ

は
、
岩い

わ

田た

さ

ん
（
日に

ち

語ご

、

２
２
１
２
・ 

５

５

８ 

８
）、
島し

ま

田だ

さ
ん
（
ポ

語ご

、
２
９
４ 

９ 

・
５
３
５ 

４
）
ま
で
。



CATEGORIA:  MASCULINO SUPER SENIOR  - HCP  ATÉ 36                                       17

Campo: GLORY/LILY - Tee Saída: Buraco 01 do Glory (AMARELO)                                        126.0

Horário Cod HCP Nome Index HCP Clube

7:00

110040180 MARIO MASSANORI IWAMIZU 25.4 28 PLGC
110040064 SHIGEHARU BABAZONO 24.7 28 PLGC

393 ANTONIO AQUIRA NARAZZAQUI* 28.3 32 GUARAPIRANGA
384 COITIRO TACAHASHI* 26.2 29 GUARAPIRANGA

7:09

SHIRO WATANABE 29.7 33 AGC
110040245 SUNAO MABE 24.2 27 PLGC
110120111 SAMON MIYAZAWA 12.6 14 BASTOS
110120305 SUSSUMO YOROZUYA 11.2 12 BASTOS

7:18
405 YOSHITAKA FUWA 23.8 27 PLGC

SHINJI TERAHARA 18.9 21 ARUJA
HIDEKI HIRASHIMA 20.7 23 ARUJA

7:27
19 YUKIO HIRAMATSU 26.0 29 PLGC

910010030 YOSHIYUKI UESUGI 13.8 15 AMAZON
476 SHIGENOBU OGAWA 19.6 22 PLGC

7:36
NORIKATSU MIYAMOTO 20.1 22 MANAUS

910010006 TAKUO KOYAMA 6.5 7 AMAZON
110040349 SADAO SAKATE 15.7 18 PLGC

CATEGORIA:  FEMININO  ADULTO - HCP até 30 20

Campo: GLORY  /  LILY - Tee Saída: Buraco 01 do GLORY (VERMELHO) 126.0

Horário Cod HCP Nome Index HCP Clube

7:45
LILIAN KOIKE 23.6 26 TSJGC-ITU

993115085 LUCYANA PEREIRA TOKUHASHI 36.0 30** TOME AÇU
110067002 MICHELY TALHACOLO 35.2 30** GUARAPIRANGA

7:54
156556779 YOKO IIJIMA 25.9 29 PLGC

VERA LUCIA MORIYA NAGANO 25.8 29 ALPHAVILLE
LITSUKO UENO MOCHIZUKI 19.3 22 ARUJA

8:03
2926 OLGA SHIGEKO TSUKAHARA HIEDA 19.1 21 ALPHAVILLE

110047273 HARUMI SHIBAGAKI 16.5 18 PLGC
110057034 TEREZINHA H M PARENTE DIAS 16.2 18 ARUJA

8:12
110047330 AKIKO KAWASAKI 15.5 17 PLGC
110047011 MIKA ONO KIBE 14.2 16 PLGC

REGIANE ERIKA KOYAMA 14.0 16 ALPHAVILLE

8:21

154489833 ANGELICA BARBOZA 13.6 15 ARUJA
ELIZABETH TATSUMI 13.2 15 ARUJA

110047034 MIKI KOJIMA 13.1 15 PLGC
110057285 MIRIAM YOKOTA 11.3 13 ARUJA

8:30

156189524 MASAMI TAJIMA 11.0 12 PLGC
110057310 STELA MIYAGI 10.5 12 ARUJA
110237001 SUELI MIYUKI ISHIBASHI HORII 8.9 10 ARUJA
110050802 CARLA ZILLIOTO 2.8 3 AGC

CATEGORIA:  MASCULINO ADULTO  "A" - HCP até 15 40

Campo: GLORY/LILY - Tee Saída: Buraco 01 do GLORY  (AZUL) 131.0

Horário Cod HCP Nome Index HCP Clube

8:39

150994381 CARLOS ALBERTO SHINDI YATSUNAMI 13.2 15 IMPERIAL
110140920 LAERCIO YOSHIMASSA SUGUIMOTO 13.1 15 LAGO AZUL
150901159 CARLOS ISAO MOMOSE 12.8 15 PARADISE
110040106 SEIZO YANO 12.8 15 PLGC

8:48

910040186 CLAUDIO SUSSUMU WATANABE 12.7 15 MANAUS
EDUARDO HITOSHI TSUGE CINAGAWA 12.7 15 LONDRINA

110051130 NORIYOSHI MORINAGA 12.7 15 PLGC
110040056 MILTON SEIKI INOUE 12.6 15 PLGC

11:24

155080837 RICARDO CEZAR 12.2 14 ARUJA
110010091 ADAUTO KIYOTA 12.2 14 SPGC

188 TAKAYUKI YASUDA 12.2 14 PLGC
110040140 LUIS MASSATERU KIBE 11.5 13 PLGC

11:33

110040668 EDUARDO TAKESHI MURANAKA 11.5 13 PLGC
545 RYOJI NAKANO 11.3 13 PLGC

156898863 YASUHIRO MORI 11.1 13 PLGC
152170533 RICARDO MASSAAKI HIDESHIMA 11.0 13 FPGOLFE

11:42

110040658 TOSHIYUKI YASHIRO 10.7 12 PLGC
EDSON TATSUMI 10.6 12 ARUJA
PAULO ROBERTO DE OLIVEIRA 10.5 12 FEPEG

110020586 MARIO D. NAGAYAMA 10.1 12 SÃO FERNANDO

11:51

150084880 PEDRO MIYATA 9.8 11 SÃO FERNANDO
RICARDO HIROSHI HIRAKAWA 8.8 10 PLGC

110050470 TADAMASSA YAMADA 8.2 10 ARUJA
110050434 JOÃO CARLOS ZILLIOTO 8.1 9 AGC

全ぜ
ん

伯ぱ
く

各か
く

地ち

か
ら   

人に
ん

以い

上じ
ょ
う

で
競き

そ

う

昨さ
く

年ね
ん

は
史し

上じ
ょ
う

初は
つ

の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
！

第
だい

48回
かい

全
ぜん

伯
ぱく

日
にっ

系
けい

ゴルフ
　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

ゴ
ル
フ
連れ

ん

盟め
い

（
近ち

か

沢ざ
わ

宗む
ね

貴た
か

理り

事じ

長ち
ょ
う

）
と
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

（
高た

か

木ぎ

ラ
ウ
ル
社し

ゃ

長ち
ょ
う

）
が
共き

ょ
う

催さ
い

す
る

『
第だ

い

４
８
回か

い

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

ゴ
ル
フ
選せ

ん

手し
ゅ

権け
ん

大た
い

会か
い

』
が
１
１
月が

つ

４
、５
の
両り

ょ
う

日じ
つ

、
Ｐ
Ｌ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（A

v. P
l 

do B
rasil, 4

5
9
4
 B
airro do P

iritu
ba, A

ru
ja

）
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
今こ

年と
し

も
全ぜ

ん

伯ぱ
く

か
ら
約や

く

２
０
０

人に
ん

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
３
６
ホ
ー
ル
合ご

う

計け
い

ス
コ
ア
で
勝し

ょ
う

敗は
い

を
競き

そ

う
。

本ほ
ん

大た
い

会か
い

は
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の

ゴ
ル
フ
の
発は

っ

展て
ん

と
技ぎ

術じ
ゅ
つ

向こ
う

上じ
ょ
う

を
目め

指ざ

し
て
開か

い

催さ
い

さ
れ
、
今こ

年と
し

で
４
８
回か

い

を
数か

ぞ

え
る
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で
は
最も

っ
と
も
歴れ

き

史し

の
あ

る
大た

い

会か
い

だ
。
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と
そ
の

配は
い

偶ぐ
う

者し
ゃ

に
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

資し

格か
く

が
あ

り
、
全ぜ

ん

伯ぱ
く

各か
く

地ち

か
ら
実じ

つ

力り
ょ
く

者し
ゃ

が
集つ

ど

う
。

会か
い

場じ
ょ
うと
な
る
Ｐ
Ｌ
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
は
、
今こ

年と
し

で
開か

い

場じ
ょ
う

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
節ふ

し

目め

を
迎む

か

え

た
。
日に

っ

系け
い

ク
ラ
ブ
と
し
て
は

ア
ル
ジ
ャ
ー
ゴ
ル
フ
場じ

ょ
う
に
次つ

い
で
２
番ば

ん

目め

に
古ふ

る

い
歴れ

き

史し

を

持も

ち
、
全ぜ

ん

３
コ
ー
ス
、
２
７

ホ
ー
ル
を
有ゆ

う

し
、
聖せ

い

州し
ゅ
うで
も

最さ
い

大だ
い

規き

模ぼ

の
ゴ
ル
フ
場じ

ょ
う
だ
。

昨さ
く

年ね
ん

大た
い

会か
い

の
ス
ク
ラッ
チ（
ハ

ン
デ
キ
ャッ
プ
な
し
）
部ぶ

門も
ん

で

は
、
男だ

ん

子し

が
平ひ

ら

井い

ユ
ウ
ゴ
さ
ん

（
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
Ｇ
Ｃ
）
と

カ
ル
ラ
・
ジ
リ
オ
ッ
ト
さ
ん
（
ア

ル
ジ
ャ
ー
Ｇ
Ｃ
）
が
優ゆ

う

勝し
ょ
う。
ま

た
、
大た

い

会か
い

史し

上じ
ょ
う

初は
つ

の
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
が
達た

っ

成せ
い

さ
れ
る
な

ど
、
大お

お

い
に
盛も

り
上あ

が
っ
た
。

今こ

年と
し

の
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

者し
ゃ

約や
く

２
０
０

人に
ん

が
出で

揃そ
ろ
っ
た
。
大た

い

会か
い

は
２
日か

間か
ん

に
渡わ

た
っ
て
行お

こ

な
わ
れ
、
３
６

ホ
ー
ル
の
合ご

う

計け
い

ス
コ
ア
で
勝

し
ょ
う

敗は
い

を
競き

そ

う
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

方ほ
う

式し
き

。
年ね

ん

齢れ
い

や
技ぎ

量り
ょ
うに
分わ

か

れ
各か

く

種し
ゅ

優ゆ
う

勝し
ょ
う

杯は
い

が
競き

そ

わ
れ
る
。

今
　こん

週
　しゅう

末
　まつ

昨

ゴルフ今

男
だん

子
し

で昨
さく

年
ねん

優
ゆう

勝
しょう

した平
ひら

井
い

さん（右
みぎ

端
はし

）

女
じょ

子
し

で昨
さく

年
ねん

優
ゆう

勝
しょう

したジリオットさん（中
ちゅう

央
おう

）

200
会
かい

場
じょう

となるＰＬゴルフ場
じょう

12:00

110230198 ADEMILTON QUEIROZ 8.0 9 ARUJA
110040011 AMERICO KATAYAMA 8.0 9 PLGC

MITIRO NAGAO 7.3 8 PARADISE
25 TAKASHI ASANO (Nissin Food)* 6.9 8 PLGC

12:09
GILBERTO SHIGUEO ODA 6.5 8 ALPHAVILLE

110040553 KATSUMI OTA 6.5 8 PLGC
159200098 KEIZO KONDO 6.4 7 PLGC

12:18
110050310 LUIS MIYAGI 5.9 7 ARUJA
110040003 FRANCISCO JOTARO ISHIHARA 5.6 6 PLGC

SHOZO KARAZAWA 5.3 6 VISTA VERDE

12:27
110040019 MASATO HIRAMATSU 5.0 6 PLGC
110040183 HIDEAKI IIJIMA 4.4 5 PLGC
110140299 GUILHERME GRINBERG 2.0 2 SPGC

12:36
110020401 ALEX YUGO HIRAI "+0,2" 0 SÃO FERNANDO
110020587 PEDRO HIRO NAGAO NAGAYAMA "+0,2" 0 SÃO FERNANDO
210001002 DANIEL KENJI ISHII 0.0 0 ITANHANGÁ

CATEGORIA:  MASCULINO SENIOR "A" - HCP até 15                                        27

Campo: PANSY / GLORY - Tee Saída: Buraco 01 do PANSY  (BRANCO)                                               125.0

Horário Cod HCP Nome Index HCP Clube

7:00
410000892 CESAR TOSHIO ODA 13.9 15 PGROSSA
110100622 RICARDO YOSHIRO IGUCHI 13.9 15 AESJ
110040211 KUNIO ISHIHARA 13.9 15 PLGC

7:09

JULIO NAKAO 13.8 15 ARUJA
153638724 JORGE NAGAI 13.2 15 PARADISE
110100270 ISAMU NAKANO 12.9 14 AESJ
110050214 WILSON YUKIHIRO IGAWA 12.9 14 ARUJA

7:18

410000824 HENRIQUE KENGO OKOSHI 12.6 14 PGROSSA
SUMIO ONO 12.5 14 ARUJA

910020004 FUMITO TASHIRO 11.8 13 CASTANHAL
110120228 EDUARDO SEIJI HIGASHI 11.8 13 BASTOS

7:27

110050118 WILSON ROBERTO WAKI 11.8 13 ARUJA
110040021 YOSHIRO NAGAE 11.8 13 PLGC
410000814 JODI YAMAMOTO 11.2 12 PGROSSA

SERGIO LUIZ SACURAI 10.8 12 ARUJA

7:36

2704 LUIZ EIJI HIEDA 10.3 11 ALPHAVILLE
JORGE OGAWA 10.3 11 ARUJA
KIYOSHI AMEMIYA 10.2 11 AGC
YUKIO AKAMINE 9.9 11 ARUJA

7:45

SHINTEI ISA 9.8 11 ARUJA
110040379 TAKAHARU FUKADA 8.7 10 PLGC
110050461 HIROSHI TAKAYASU 7.7 9 ARUJA
110230017 KOSHIRO MOCHIZUKI 7.5 8 ARUJA

7:54

110040314 KOICHI OGATA 7.0 8 PLGC
KOUCHI YUI 6.3 7 LONDRINA
TERUO TAMURA  6.2 7 ALPHAVILLE
NOBORU YAGUI 5.7 6 LONDRINA

CATEGORIA:  MASCULINO ADULTO B - HCPDE 16 até 28 42

Campo: PANSY / GLORY  - Tee Saída: Buraco 01 do PANSY  (BRANCO) 125.0

Horário Cod HCP Nome Index HCP Clube

8:03
110040510 TOMOAKI TAJIMA 24.8 27 PLGC
110450025 NILSON SATOSHI ONO 24.2 27 SPFCG

250 SHIGERU OGAWA* 24.2 27 PLGC

8:12
155880533 NILTON NORIO SHIBAKI 23.7 26 PARADISE

163 TAKAYUKI KOJIMA* 23.4 26 PLGC
153091680 PAULO DANTAS RODRIGUES 23.3 26 PARADISE

8:21

156789595 FABIO KOICHI YAMADA 22.8 25 PLGC
156578555 RICARDO HIRAICHI 22.1 24 IMPERIAL
110040006 TSUTAE NAKAYA 22.0 24 PLGC

RODRIGO YAMAMOTO 22.0 24 CURITIBANO

8:30

128 ARMANDO TOMOHITI NOMOTO* 21.8 24 PLGC
110040042 TOSHIYUKI NAKAMURA 20.7 23 PLGC
110040229 MASAHARU TANIGUCHI 20.7 23 PLGC

410 MASAZUMI TANIMURA(Ajinomoto)* 19.8 22 PLGC

11:24

HELIO MATSUDA 18.8 21 ARUJA
159142879 MARCOS MORIGUTI 18.5 20 PARADISE
113290282 SHIGUERU YONEMURA 18.5 20 FPGOLFE
1100060133 ROBERTO KOUETSU NISHI 18.5 20 GUARAPIRANGA

11:33

110040273 AKIHIRO SHIBAGAKI 18.3 20 PLGC
156575686 CRISTIAN KENZO ISHIHARA 18.1 20 PLGC

OTAVIO KIYOSHI MIZIKAMI 17.9 20 CAMPINAS
152893122 AZUMA BITO 17.7 20 PLGC

11:42

110040600 MASAO MAKUTA 17.5 19 PLGC
151762159 HELIO FUMIO KUBATA 17.4 19 ARUJA
154195223 FRITZ TAKESHI YOSHITOSHI 17.4 19 PLGC
110230136 NOBORU KUSUMOTO 17.3 19 PARADISE

11:51

154345401 TOSHIAKI SHITARA 17.2 19 LAGO AZUL
HILARIO HARUOMI KOBAYASHI 17.2 19 ARUJA

158353074 IWAO KATO 16.6 18 PLGC
193 TOSHIYUKI MOCHIZUKI(Ajinomoto)* 16.5 18 PLGC

12:00

110120343 RODRIGO YUKI TANNO 16.1 18 BASTOS
110040577 SHIGEO HAYASHI 16.0 18 PLGC
110050370 SERGIO YAMATO TAKANO 16.0 18 ARUJA

GETULIO KAZUYUKI 15.0 17 TOME AÇU

12:09

110040442 TOSHITAKE DAIGO 14.8 16 PLGC
158523089 MARCOS SHIGUERU HATUSHIKANO 14.6 16 PLGC

NELSON SHIGUEMITSU IIDA 14.5 16 MANAUS
157149384 MARCEL ONO 14.5 16 SPFCG

12:18

156720345 EDISON HIRANO 14.5 16 IBIUNA
MARCOS YOSHIHIDE NAGANO 14.2 16 ALPHAVILLE

154295894 TATSUHISA HIRAMATSU 14.0 15 PLGC
110050403 LUIS OSSAMU AMEMIYA 13.9 15 ARUJA

CATEGORIA:  FEMININO  SUPER SENIOR - HCP até 36 10

Campo: LILY / PANSY  - Tee Saída: Buraco 01 do PANSY  (VERMELHO) 122.0

Horário Cod HCP Nome Index HCP Clube

7:00

1100027227 MIRIAM YUKI 34.2 36** SFGC
410000902 LUCIA REIKO SUMIKAWA 15.3 17 PGROSSA
910010066 ELZA S T KOYAMA 27.5 30 AMAZON
210000910 CHIZUKO MIZUKI 25.7 28 ITANHANGA

7:09
110047038 MASSA MABE 14.3 15 PLGC
110047012 TOSHIKO HIRAMATSU 13.1 14 PLGC

3283 ROSA KAMIZAKI 20.0 22 PARADISE

7:18
110047256 HIDEKO BANDO 19.6 21 PLGC
110127052 MIYOKO HIGASHI 16.7 18 BASTOS
110127089 MITIKO SHIGEHARA 26.1 28 BASTOS

CATEGORIA:  FEMININO  SENIOR - HCP até 30 20

Campo: LILY / PANSY - Tee Saída: Buraco 01 do PANSY  (VERMELHO) 122.0

Horário Cod HCP Nome Index HCP Clube

7:27

156755369 SAYOKO MURAMATSU 31.7 30** GUARAPIRANGA
KAZUKO NISHIMURA* 29.0 30** TBD

410002948 TATSUE OHARA KAMOGAWA 27.3 29 ALPHAVILLE
TERESINHA MITSUE MUGIUDA 26.6 29 ARUJA

7:36

154316062 IRACEMA FUZIE ARIYOSHI 22.5 24 AESJ
410000900 ELZA KAZUE O YAMAMOTO 20.6 22 PGROSSA
110047096 KIMI HIRAKAWA 20.6 22 PLGC
410000905 CELINA M KURIHARA ODA 19.0 21 PGROSSA

7:45

110057243 IVETE SADAMI AOKI 18.8 20 ARUJA
SADAKO KURAMOCHI 18.7 20 GUARAPIRANGA

110047072 KEIKO AMANO 18.7 20 PLGC
110047043 MARCIA FUKADA 18.4 20 PLGC

7:54

110047032 CHIEKO UEDA TAKITA 18.1 20 PLGC
110047044 KEIKO HIRAI 17.9 19 PLGC
110047079 KEIKO SHIMOMAEBARA 16.3 18 PLGC
110017526 JULIA KIYOTA 14.8 16 SPGC

8:03

TISSAKO YAMAMOTO HARA 15.3 17 ALPHAVILLE
110027085 HELENA MIYAGUTI 13.8 15 SÃO FERNANDO
110147019 LUZIA TANINAGA 13.6 15 LAGO AZUL
110057003 MARISE SAWADA 11.3 13 ARUJA

CATEGORIA:  MASCULINO  SENIOR "B" -  HCP de 16 a 28 50

Campo: LILY / PANSY - Tee Saída: Buraco 01 do LILY  (BRANCO) 124.0

Horário Cod HCP Nome Index HCP Clube

1100060067 MASAMI MURAMATSU 33.9 28 GUARAPIRANGA
8:12 SIGEYOSHI MUGIUDA 29.9 28 ARUJA

158098215 THORU AMEMIYA 27.5 28 ARUJA

8:21
WALTER KURODA 25.7 28 SPFCG
TSUYOSHI KURAMOCHI 25.4 28 GUARAPIRANGA

410003284 VALDEMIRO TAKESHI ODA 25.3 28 ALPHAVILLE

8:30

110040070 TOSHIAKI HIRAI 24.2 27 PLGC
110020117 HIROTOMI YUKI 23.2 25 SÃO FERNANDO
110050373 SADAO IFUKO 22.4 25 ARUJA
110051107 AKIRA KANEGAE 22.0 24 ARUJA

8:39

MILTON AKIO SATO 21.8 24 STA MONICA
MARIO NUMADA 21.5 24 AGC
MARIO AKIO MATSUNAGA 21.1 23 STA MONICA

410001788 KEIITI SUGUIMATI 20.6 23 STA MONICA

8:48

110050496 SUEYOSHI SUZUKI 20.4 22 ARUJA
410002742 MINORU WATANABE 20.2 22 ALPHAVILLE
110040056 TAKESHI INOUE 19.7 22 PLGC

MASSAYUKI HIRATSUKA 19.6 22 CAMPINAS

11:24

1100060231 EDUARDO YOSHIDA 19.5 21 GUARAPIRANGA
110050424 HIROBUMI AMEMIYA 19.4 21 ARUJA
110120052 TSUTOMU SHIGEHARA 19.2 21 BASTOS

1170 JAIME T MATSUI 19.0 21 ARUJA

11:33

910020002 YOSHIHIRO SATO 19.0 21 CASTANHAL
MARIO SHIMABUKURO 18.8 21 ARUJA

410002797 LUIZ FUJIO KAMOGAWA 18.7 21 ALPHAVILLE
425 MINORU SEKINE 18.6 20 PLGC

11:42

110006 ALFREDO SABURO KOGA 18.3 20 IGC500
410000586 MITSUYOSHI SASAKURA 18.1 20 ALPHAVILLE

YOSHIHIRO MIYAMURA 18.0 20 ALPHAVILLE
910010015 MICHIO SATO 18.0 20 AMAZON

11:51

110040224 NORIO YAMAMOTO 18.0 20 PLGC
AUGUSTO TAKASHI MIURA 17.9 20 STA MONICA
RUY NAKAYA 17.8 20 ARUJA

110140099 TOSHIO OUKI 17.8 20 SPFCG

12:00

110100115 WALTER KIYOZI ARIYOSHI 17.4 19 AESJ
ROBERTO HAJIME YOKOI 17.4 19 IMPERIAL
SUSUMU SASAKI 17.3 19 LAGO AZUL
ICHIRO AMANO  17.3 19 PLGC

12:09

410003276 NELSON YUICHI YAMAMOTO 16.7 18 ALPHAVILLE
LUIZ TABATA 16.5 18 ARUJA

410002641 YASUMI TAKEDA 16.3 18 ALPHAVILLE
SAKAE TAMURA 16.0 18 ALPHAVILLE

12:18

210000225 HISAKA MIZUKI 15.9 17 ITANHANGA
CHIAKI TAKEDA 15.8 17 MANAUS

110050199 AKIO UKON 15.4 17 ARUJA
152139059 CLAUDIO YOSHIZO YUI 15.3 17 IMPERIAL

12:27

110040456 HIDEO KAWASAKI 15.2 17 PLGC
710010008 HUMBERTO MONTE NETO 15.0 16 FBCG

PAULO KOKUBO 14.7 16 CURITIBANO
110040351 SATORU HARAYAMA 14.1 15 PLGC

Legenda:   (*)Jogadores com hcp somente do clube
(**) Handicap alterado para valor limite da Categoria

48º CAMPEONATO NIKKEY DE GOLFE DO BRASIL
DATA: 03 e 04 DE NOVEMBRO DE 20186                 LOCAL: PL GOLF CLUBE 113

 ANO XXI  –  Nº 5114 SÃO PAULO, QUARTA-FEIRA, 31 DE OUTUBRO DE 2018 R$ 4,00
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